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国際ロータリー 第2840地区
2017‐2018年度 ガバナー
田中 久夫

これまでガバナー月信は、毎月15日に原稿を締め切り、翌月1日に発刊してきました。こ

のスケジュールよると、5/15以降に実施された地区内のロータリー活動は、今年度中の月

信に掲載されることが出来ずに埋没してしまう結果となってしまいます。それでは真剣に

ロータリー活動を実施した方々に申し訳ないと考え、今回、5/16～6/15の間に実施された

イベントを皆様に告知すべく、この臨時増刊号を発刊することにいたしました。

今回は、今年度のガバナー補佐の方々の分区（グループ）の年間活動報告および各種委

員会が行ってきた年間活動の総括を掲載しています。

また、「ぐんま経済新聞」誌に1年間にわたり全46のロータリークラブ紹介をしてきた記

事も、残すところあと5クラブの紹介ですべてが終わりますので、その最後の記事も掲載い

たしました。この企画は、大いにロータリーの公共イメージ向上に役立ったのではないか

と得心しています。

今年度の地区目標の1つに、ロータリーの公共イメージの向上がありました。各クラブで

は、地区補助金などを利用してさまざまな社会奉仕活動をしてきたことでしょう。

地区・分区でも、以下に示すいろいろな活動を行ってきました。きっと、その効果は今

後じっくりと社会に拡範し、浸透していくに違いありません。皆さんのクラブも継続する

ことが大切です。社会の人々にロータリーを知っていただき、協力・参加してくれること

を願ってこれからもロータリーの公共イメージ向上のために努力をしていきましょう。

【地区・分区による公共イメージ戦略の例】

１ 地区大会(2017.11/19)の開催・坂本教授講演の一般市民への開放

２ Rotary Day（清掃活動、植樹、タオル贈呈等）の実施

３ 上毛新聞への一面広告（全46クラブの紹介記事）（2018.2/23）

４ 三種類のロータリー・ポスターの製作・配布・掲示

５ 地区バッチ（ぐんまちゃん）を描いた団扇の製作・配布

６ ぐんま経済新聞へ全46クラブの紹介記事掲載

７ 各種マスコミへの取材依頼・記事掲載依頼

それでは、これにて田中年度の月信はすべて完了です。皆さん、さようなら。

ガバナー月信 6月臨時増刊号
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ガバナーノミニー 森田 高史

２０１７年５月にガバナーノミニーデジグネートの指名を受け、２０１７年７月よりガバ

ナーノミニーとして活動を始め、地区幹事・会計長・副幹事を選任し、クラブ理事会の承認を

得て、１年間ガバナーエレクト年度に向けて、主に、下記の通りの内容で準備を進めて参りま

した。

１．ガバナーノミニー向けの各種セミナー（主に東京にて開催）に出席する。

２．ガバナースタッフ会議等を開催し、ガバナーエレクト年度に備える。

３．ガバナーノミニーとして地区主催の各種会合や行事に参加する。

４．ガバナーノミニーは地区研修委員となるので、研修委員会に出席し、企画、運営にあたる。

［ 記 ］

1 ．ガバナーノミニー向けセミナー出席実績

開催日 項 目 開催場所

2017.7.1（土） ガバナー・元・次期ガバナー懇談会 グランドプリンスホテル高輪

9.6（水） 第１ゾーン次期地区指導者研修会 三田国際ビルディング

11.20（月） ロータリー財団地域セミナー（ゾーン1.2.3） ホテルグランドニッコー東京台場

11.21（火） ガバナーノミニー研修セミナー（ＧＮＴＳ） ホテルグランドニッコー東京台場

11.21（火） ＲＩ会長ご夫妻歓迎晩餐会 ホテルグランドニッコー東京台場

11.22（水） ロータリー研究会１日目 ホテルグランドニッコー東京台場

11.23（木） ロータリーリーダーシップ研究会日本支部会議 ホテルグランドニッコー東京台場

11.23（木） ロータリー研究会２日目 ホテルグランドニッコー東京台場

2018.3.26（月） 会員基盤向上セミナー１日目 ホテルオークラ東京

3.27（火） 会員基盤向上セミナー２日目 ホテルオークラ東京
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ガバナーノミニー 森田 高史

２ ． ガバナースタッフ会議等開催実績

開催日 項 目 開催場所

2017.11.29（水）
第１回ガバナースタッフ会議

（地区運営について意見書配布）
伊勢崎プリオパレス

11.29（水） 地区運営連絡会議 菊もと

12.6（水）
第２回ガバナースタッフ会議

（地区運営について意見書回収）
伊勢崎プリオパレス

2018.2.21（水） 地区運営連絡会議 芭蕉

4.25（水） 第３回ガバナースタッフ会議 伊勢崎プリオパレス

5.30（水） 第４回ガバナースタッフ会議 伊勢崎プリオパレス

３ ．地区主催各種会合出席実績

開催日 項 目 開催場所

7.10（月） 管理運営セミナー 前橋問屋センター会館

7.15（土） 第１回ガバナー諮問委員会 高崎ビューホテル

7.29（土） 青少年交換派遣学生壮行会 前橋問屋センター会館

7.29（土）
青少年交換プログラム・

クラブ派遣学生オリエンテーション
前橋問屋センター会館

8.11（土） ＲＬＩディスカッションリーダー研修会 前橋問屋センター会館

8.19（土） ロータリー財団セミナー 伊勢崎プリオパレス

8.26（土） 会員組織強化・女性ネットワーク合同委員会 前橋問屋センター会館

8.26（土） 青少年交換派遣学生帰朝報告会・受入学生歓迎会 前橋問屋センター会館

9.17（日） ＲＬＩセミナーＰａｒｔⅠ 前橋問屋センター会館

9.24（日） 米山記念奨学セミナー 前橋問屋センター会館

10.21（土） 第２回ガバナー諮問委員会 高崎ビューホテル

10.22（日） ＲＬＩセミナーＰａｒｔⅡ 前橋問屋センター会館

11.11（土） ロータリー財団補助金管理セミナー 伊勢崎プリオパレス

11.18（土） 地区指導者育成セミナー 高崎ビューホテル

11.18（土） RI会長代理歓迎晩餐会 高崎ビューホテル
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ガバナーノミニー 森田 高史

３ ．地区主催各種会合出席実績

11.19（日） 地区大会
高崎アリーナ
ホテルメトロポリタン高崎

11.25（日） ＲＬＩセミナーＰａｒｔⅢ 前橋問屋センター会館

12.2（土） 米山記念奨学生選考会面接官オリエンテーション ホテルメトロポリタン高崎

12.2（土） 米山記念奨学生学友会忘年会 ホテルメトロポリタン高崎

12.9（土） （宮内年度）第1回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議 前橋商工会議所

2018.1.6（土） 第３回ガバナー諮問委員会 ホテルメトロポリタン高崎

1.14（土） 米山記念奨学生選考会 前橋問屋センター会館

2018.1.27（土） 会員組織強化・女性ネットワーク合同委員会 前橋問屋センター会館

2.3（土） ローターアクト年次大会 伊勢崎プリオパレス

2.10（土） 第４回ガバナー諮問委員会 前橋問屋センター会館

2.10（土） （宮内年度）地区チーム研修セミナー 前橋問屋センター会館

2.18（日） 新会員セミナー ホテルメトロポリタン高崎

2.24（土） 米山記念奨学生終了式・歓送会 ホテルメトロポリタン高崎

3.17（土）
～3.18（日）

会長エレクト・次年度幹事研修セミナー
（PETS・SETS）

伊香保温泉 福一

3.31（土） （宮内年度）第２回ガバナー補佐・委員長合同会議 前橋問屋センター会館

4.1（日） 女性ネットワーク合同委員会ちびっこコンサート 群馬県生涯学習センター

4.22（日） 米山記念奨学生カウンセラーセミナー 前橋問屋センター会館

4.22（日） 新規米山記念奨学生・カウンセラーオリエンテーション 前橋問屋センター会館

4.22（日） 継続米山記念奨学生資格確認面接 前橋問屋センター会館

5.13（日） 地区研修・協議会 東洋大学板倉キャンパス

6.2（土） （宮内年度）第２回ガバナー補佐会議 前橋問屋センター会館

6.2（土） 地区会員増強セミナー 前橋問屋センター会館

6.9（土） 米山記念奨学生指定校選定会議 ホテルメトロポリタン高崎

6.9（土） 米山記念奨学生学友会総会 ホテルメトロポリタン高崎

6.16（土） 第５回ガバナー諮問委員会 エテルナ高崎

6.16（土） 現新地区役員合同連絡会議 エテルナ高崎

6.17（日） 青少年交換歓送会 前橋問屋センター会館
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ガバナーノミニー 森田 高史

３ ．地区主催各種会合出席実績

開催日 項 目 開催場所

2018.1.27（土） 第１回地区研修委員会(地区チーム研修セミナー準備） 前橋問屋センター会館

3.5（月） 第2回地区研修委員会(ＰＥＴＳ・ＳＥＴＳ準備） 前橋問屋センター会館

3.31（土） 第3回地区研修委員会(地区研修・協議会準備） 前橋問屋センター会館

地区運営におきましては、ガバナーエレクトが国際協議会においてＲＩ会長方針や各種研修
を受講して、ガバナー年度に向けて、地区内の研修が開催されるところから始まります。

素より、ロータリーは単年度制で、ガバナーには大きな権限が付与されているものと思われ
ますが、予てより、地区運営の連続性の確保の必要を強く感じておりました。

そうした意味で、本年度、田中ガバナー、宮内ガバナーエレクトと地区運営連絡会議を開催
させて頂きました。

地区運営の現状や、地区事業のあり方、地区運営上の課題を共有し、今後に生かしたいと考
えております。

ガバナーエレクト年度に入りますと、１０月頃までに地区組織を構想・編成し、１２月から
は各種会合を主催していかなければなりません。

年が明けますと、国際協議会に出席し、その後、地区研修リーダーとも十分に協議した上で、
３大研修（地区チーム研修セミナー、ＰＥＴＳ・ＳＥＴＳ、地区研修・協議会）を実施してま
いります。

田中ガバナー年度のＲＩ会長テーマは「ROTARY： MAKING A DIFFERENCE ロータ
リー：変化をもたらす」であり、宮内年度のＲＩ会長テーマは「BE THE INSPIRATION イ
ンスピレーションになろう」であります。

素より浅学非才の身でありますが、地区運営において新しい風を吹き込むことにチャレンジ
していきたいと考えております。

JOIN LEADERS－EXCHANGE IDEAS－ TAKE ACTION

地区内のロータリーアンの皆様のご指導、ご鞭撻、ご協力を切にお願い申し上げまして、ガ
バナーノミニーとしての報告とさせて頂きます。

今後とも、よろしくお願いいたします。
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第1分区6RC会長・幹事・会員の皆様には1年間大変お世話になりました。
今年度田中ガバナーのもとで、会員増強（各クラブ純増１割）、公共イメージ戦略の実践をし
て参りました。その都度、皆様のご協力をいただき何とか大過なく終了することが出来ました。
1年間の活動を通して皆様の温かい友情とご協力に改めて感謝申し上げます有難うございまし
た。

＊クラブ訪問履歴

＊クラブ訪問内容
第1回 各クラブに挨拶・ガバナー方針説明・8月20日の合同公式訪問例会の案内
第2回 合同公式訪問例会
第3回 11月18日地区指導者育成セミナー・19日地区大会案内
4月14日IM 前橋ラシーネで第3分区と合同開催
第4回 各クラブ1年間の協力お礼と会員増強報告

＊会員増強について

＊第1分区会長幹事会
5/25（新旧）・7/21・9/21・11/22・1/23・3/15・5/23（新旧）

＊第1分区行事
10月18日 6RC親善ゴルフ大会（赤城国際）
1月25日 6RC新年会（ロイヤルチェスター）
3月21日 ロータリーデー（広瀬川河川清掃）雨天中止

＊ガバナー補佐として活動日数（会議・セミナー・地区大会・地区協議会等）
2016年12月3日より2018年6月20日までの間およそ55日

第1分区ガバナー補佐 大島 秀夫（前橋北）

R C 第1回 第2回 第3回 第4回

前 橋 7月11日 8月20日 10月31日 6月5日

前橋西 7月28日 8月20日 10月27日 6月8日

前橋東 7月20日 8月20日 10月26日 6月14日

前橋北 7月10日 8月20日 10月16日 6月11日

前橋南 7月26日 8月20日 6月13日

前橋中央 7月12日 8月20日 11月1日 6月20日

R C 7月1日 6月15日 増 減

前 橋 118 124 +6

前橋西 58 61 +3

前橋東 51 51 0

前橋北 70 73 +3

前橋南 40 45 +5

前橋中央 27 26 -1

第1分区 364 380 +16
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☆クラブ訪問履歴

初例会 G補佐訪問 公式訪問 IM案内

桐 生 ７月３日(月) ８月７日(月) ８月２７日(日) ３月１９日(月)

桐生南 ７月５日(水)  ８月２日(水)    ８月２７日(日) ３月１５日(木) 

桐生西 ７月７日(金) ７月２１日(金) ８月２７日(日)  ３月１６日(金)

桐生中央 ７月６日(木)  ７月２７日(木)  ８月２７日(日)  ３月１５日(木)南合同例会

桐生赤城 ７月４日(火)  ８月８日(火)    ８月２７日(日) ３月１３日(火)

IM

桐 生 ４月１５日(日)

桐生南 ４月１５日(日)

桐生西 ４月１５日(日)

桐生中央 ４月１５日(日)

桐生赤城 ４月１５日(日)

☆桐生５RC会長幹事会に出席

5/15(前年度から引き継ぎ), 7/12, 8/22, 9/6, 11/1, 1/17, 3/7, 4/6, 

6/12(次年度へ引き継ぎ)

☆地区行事等の出席

４/９(日) 新年度ガバナー補佐会議 ５/１４(日) 地区研修・協議会

６/３(土) ガバナー補佐会議 ７/１０(月) 管理運営セミナー

７/１６・１７ガバナー補佐の集い ７/２９(土) 青少年交換学生壮行会

８/１９(土) ロータリー財団セミナー

８/２６(土) 会員組織強化・女性ネットワーク合同委員会

９/２４(日) 米山奨学セミナー １０/１８(水) 桐生５RC合同夜間例会

１０/２８・２９ライラ研修 １１/１５(水) 桐生南RC夢計画参加

１１/１８(土)地区指導者育成セミナー及びRI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

１２/１０・１１ガバナー補佐の集い

１/２７(日) 会員組織強化・女性ネットワーク合同委員会

２/８(木) 第２分区Aロータリーデー行事 ３/１１(日) 桐生RC６５周年記念式典

４/２１(土) 館林RC６０周年記念式典 ６/１６(土) 新現地区役員合同連絡会議

第２分区Aガバナー補佐 遠藤 二三男（桐生中央）
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☆第２分区A 各クラブの状況

当分区ではIMの他、１０月１８日(水)に合同チャリティゴルフコンペを開催、当日に合同夜

間例会を開催し、分区内の親睦を図った。(チャリティ寄付金を社会福祉法人桐育乳児園へ寄

贈)また、４月２１日(土)に桐生５RC合同群馬大学理工学部留学生交流会を実施した。

◇桐生RC

会員数６３→６６(+３)財団年次寄付、ポリオ寄付、米山寄付全部目標達成

総評：地区や分区を代表する歴史ありクラブ由、充実した運営を行っている。

◇桐生南RC

会員数２４→２４(０)財団年次寄付、ポリオ寄付、米山寄付すべて未達成

総評：会員数が少ないため、本来のクラブ運営が困難、本年度末桐生中央ＲＣと合併する

予定。

◇桐生西ＲＣ

会員数５９→６２(＋３)財団年次寄付、ポリオ寄付、米山寄付全部目標達成

総評：会員数は増加、クラブ運営も奉仕活動も共に充実している。

◇桐生中央ＲＣ

会員数２１→２１(０)米山寄付目標達成、財団年次寄付とポリオ未達成

総評：会員数が少ない為、本来のクラブ運営が困難、本年度末桐生南ＲＣとの合併を予定。

◇桐生赤城ＲＣ

会員数４２→４５(＋３)ポリオ寄付のみ目標達成、財団年次寄付と米山寄付は目標未達成

総評：第２分区Ａで最も活気を感じるクラブである。会員数も増加している。
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クラブ訪問実績

ガバナー補佐の主な役割は、ガバナーを援助することによって、担当するクラブの効果的な運
営をサポートすることとされております。具体的には、地区運営方針に則り、クラブの課題の
解決や地区目標・クラブ目標の達成に向けて、少なくとも四半期に１度は直接クラブに訪れる
等、いわゆる縦軸の活動が期待されております。

Ⅰ クラブ訪問実績

Ⅱ 目標達成評価

１．会員増強

伊勢崎については、過去２年で純増７、純増９を達成してきましたので反動があったかとも思
います。伊勢崎中央については堅実に増強を実践しています。群馬境、伊勢崎南は若い会長さ
んのもと、確実な成果を挙げています。伊勢崎東については、過年度においても入会者、退会
者とも少なく、平均年齢が上昇してきているように思います。

次年度に向けて、各クラブの会長エレクトさんが、自クラブの状況を客観的に把握して、対
策を立てることに期待したいと思います。

第２分区Bガバナー補佐 森田 高史（伊勢崎）

訪 問 日
内 容

訪問目的 伊勢崎 群馬境 伊中 伊南 伊東

第１四半期
地区運営方針伝達
公式訪問事前準備

8/2
（水）

8/3
（木）

7/27
（木）

7/26
（火）

8/7
（月）

１．地区運営方針・地区目標の伝達
２．クラブの問題点・課題の共有
３．合同公式訪問の事前準備

第2四半期
会員増強の進捗把握
地区大会事前準備

11/1
（水）

11/2
（木）

11/9
（木）

10/17
（火）

11/6
（月）

１．合同公式訪問の評価
２．会員増強の進捗把握
３．地区大会の事前準備

第3四半期
ロータリーデー奉仕事業
ＩＭ事前準備

3/14
（水）

2/22
（木）

3/22
（木）

3/20
（火）

2/19
（月）

１．ロータリーデー奉仕事業報告
２．ホストファミリー協力会の報告
３．ＩＭの事前準備

第4四半期
クラブ目標達成評価
１年間の活動御礼

6/13
（水）

5/31
（木）

5/24
（木）

5/29
（火）

6/18
（月）

１．地区目標の達成評価
２．クラブ目標の達成評価
３．１年間の活動御礼

年度始 ５月末 純増減 クラブ目標 達成度（差引）

伊勢崎 88 88 0 9 -9

群馬境 22 26 4 3 +1

伊勢崎中央 84 87 3 8 -5

伊勢崎南 30 32 2 3 -1

伊勢崎東 32 32 0 - -

合計 256 265 9 23 14
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2．公共イメージの向上

第２分区Ｂ内の５クラブにおいては、合同公式訪問、並びにＩＭのプログラムにおいて、各
クラブの奉仕事業が詳しく発表されましたが、それぞれに活発に行われていると感じておりま
す。

また、ロータリー財団の地区補助金事業につきましても、２０１６－２０１７年度に続き、
２０１７－２０１８年度も、分区内の全てのクラブが申請するなど、奉仕事業が活発に行われ、
公共イメージの向上に繋がっているものと実感しております。

分区事業出席実績

地区内のクラブ数及び地理的範囲に応じて、隣接しているクラブが一つのグループとなるよ
うに構成されており、ＲＩや地区の情報を共有し、分区内の各クラブ間の親睦交流を図ること
が期待されています。

本年度は、青少年交換において分区内で相互協力する「ホストファミリー協力会」が結成さ
れ、派遣する学校関係者も参加して頂き、将来のホストファミリーの裾野を広げることができ
たのは特筆すべきことでありました。

また、ＩＭについては、次年度、第２分区のＡ、Ｂ合同で開催することを検討して頂きたい
と思います。

事業名 ５ＲＣ会長幹事会 合同公式訪問
ロータリーデー

植栽事業
ＩＭ

ホストファミリー
協力会

2017年

5月
5/22合同ゴルフ
5/22合同例会

5/31統一募集
要項を５クラブ

ＨＰにＵＰ

6月
6/19現新会長

幹事会

7月
7/19第１回打合

せ会議

8月
8/30第１回会長

幹事会

8/23合同公式訪
問説明会

8/30ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
会議

8/30第2回打合せ
会議

9月
9/2合同公式

訪問(198名参加)

9/1リハーサル

10月
10/13分区女子

会(7名参加)

11月 11/19地区大会
11/27第２回会長

幹事会
11/15協力会

準備会

12月
12/13市役所

公園緑地課訪問
12/13第１回
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議
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事業名 ５ＲＣ会長幹事会 合同公式訪問
ロータリーデー

植栽事業
ＩＭ

ホストファミリー
協力会

2018年

1月 1/29第３回会長
幹事会

1/10市駅事務
所訪問

1/10第２回
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議
1/29ﾌｫｰﾗﾑ用
ｱﾝｹｰﾄ配信

1/31第３回
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議

1/31ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ
ｱﾝｹｰﾄ配信

2月
2/20第１回ﾎｽﾄ
ﾌｧﾐﾘｰ協力会

（36名参加）

2/38第４回
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議

2/14協力会
事前打合せ会議
2/20第１回ﾎｽﾄ
ﾌｧﾐﾘｰ協力会

（36名参加）

3月
3/25IM

（135名参加）

3/31ﾄﾞｲﾂﾄｳﾋ
植栽実施

3/7第５回
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議

3/14最終
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議

3/24リハーサル

4月
4/13植栽事業

寄贈式
4/18第4回会長

幹事会
4/13植栽事業

寄贈式

5月
5/16合同ゴルフ
5/16合同例会
（188名参加）

5/16報告書
作成

6月
6/2現新会長

幹事会

地区事業出席実績

ガバナー補佐の主な役割は、上記のクラブ訪問や分区事業の支援の他、地区ガバナーの事業

方針に則り、分区内の各クラブが財団活動や米山、青少年、その他の奉仕活動を行う場面にお

いて、ＲＩ・地区が実施している事業と整合させる、いわゆる横軸の活動も合わせて期待され

ております。

以下にガバナー補佐として地区事業に関わる各種会合の出席実績を報告致します。

開催日 項 目 開催場所

2016.12.3（土） 第1回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議 高崎ビューホテル

12.13（火） 第1回ガバナー補佐会議 前橋問屋センター会館

2017. 2.5（日） 地区チーム研修セミナー ホテルメトロポリタン高崎

3.11（土）
～3.12（日）

会長エレクト・次年度幹事研修セミナー 伊香保温泉 福一

4.9（日） 第２回ガバナー補佐・委員長合同会議 高崎ビューホテル

5.14（日） 地区研修・協議会
群馬音楽センター
ホテルメトロポリタン高崎

6.3（土） 第２回ガバナー補佐会議 ラシーネ新前橋

6.17（土） 現新地区役員合同連絡会議 アルバート邸
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開催日 項 目 開催場所

7.10（月） 管理運営セミナー 前橋問屋センター会館

7.29（土） 青少年交換派遣学生壮行会 前橋問屋センター会館

8.19（土） ロータリー財団セミナー 伊勢崎プリオパレス

8.26（土） 会員組織強化・女性ネットワーク委員会 前橋問屋センター会館

8.26（土） 青少年交換派遣学生帰朝報告会・受入学生歓迎会 前橋問屋センター会館

9.2（土） 第２分区Ｂ合同公式訪問 伊勢崎プリオパレス

9.23（土） 青少年交換学生選考会 前橋問屋センター会館

9.24（日） 米山記念奨学セミナー 前橋問屋センター会館

10.21（土） 第３回ガバナー補佐会議・委員長合同会議 高崎ビューホテル

11.11（土） ロータリー財団補助金管理セミナー 伊勢崎プリオパレス

11.18（土） 地区指導者育成セミナー 高崎ビューホテル

11.18（土） RI会長代理歓迎晩餐会 高崎ビューホテル

11.19（日） 地区大会 高崎アリーナ

11.19（日） 地区大会懇親会 ホテルメトロポリタン高崎

12.10（日）
～12.11（月）

ガバナー補佐会 伊香保温泉 香雲館

2018.1.27（土） 会員組織強化・女性ネットワーク合同委員会 前橋問屋センター会館

2.3（土） ローターアクト年次大会 伊勢崎プリオパレス

2.18（日） 新会員セミナー ホテルメトロポリタン高崎

6.2（土） 地区会員増強セミナー 前橋問屋センター会館

6.16（土） 現新地区役員合同連絡会議 エテルナ高崎

6.17（日） 青少年交換歓送会 前橋問屋センター会館

一昨年秋、田中年度のガバナー補佐となる要請を受け、２０１６年１２月から年度開始前の
準備が始まり、今日まで１年半余り活動させてまいりました。

素より、ガバナー補佐の役割は、ＲＩ会長や地区ガバナーの方針を、分区内の各クラブへ伝
えるとともに、各クラブでそれと整合した目標を設定して頂き、一層活発なクラブとして活動
して頂くサポートをすることであると思いますが、田中ガバナーの２大方針の「会員増強」に
つきましては、クラブ毎にその実績はまちまちでありましたが、分区内の各クラブの各種奉仕
活動は活発に行われ、「公共イメージの向上」については、成果があがったものと考えており
ます。

また、青少年交換においてはその大変さから、ホストファミリーとなることが敬遠されがち
でありますが、２０１８－２０１９年度の派遣につきましては、伊勢崎中央クラブさんのご協
力も頂き、２８４０地区全４人中３名が、当分区から派遣されることとなりました。

今年度の実績としては、５クラブが統一の募集要項を各ホームページにアップするとともに、
準備を重ねてきた、「ホストファミリー協力会」を結成することが出来ました。四ツ葉学園さ
んや共愛学園さんの学校関係者にも参加して頂き、今後のホストファミリーとして、学校の保
護者の方々の可能性に道筋をつけることができたのは、大きな前進であったものと考えており
ます。

原地区青少年交換委員長の熱意と貢献を多とするものであります。
幸い、第２分区Ｂ内の５クラブは、歴代会長幹事さんのお蔭で大変友好、協力的な関係が維

持されております。
今後の第２分区Ｂの益々の発展を祈念しつつ、ご協力頂きました、ロータリアンの皆様に心

から感謝申し上げまして、所感とさせて頂きます。
１年間、本当にありがとうございました。
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１．クラブ訪問
高崎ＲＣ、高崎南ＲＣ、高崎北ＲＣ、高崎シンフォニーＲＣ、高崎セントラルＲＣの５クラ

ブについては、第一四半期、第二四半期、第三四半期にそれぞれ各１回訪問しました。第一四
半期には１５分ほど、第二四半期、第三四半期には５～１０分ほど時間を頂き、活動報告、今
後の予定、増強状況などについて話しました。

所属クラブの高崎東ＲＣについては第一四半期にはガバナー補佐訪問としての講話を行いま
したが、その後は必要に応じて対応しました。

２．会長・幹事会
第３分区６クラブ会長・幹事会には年５回のすべてに出席し、合同公式訪問、ロータリー

デー、合同ＩＭなどの分区事業の企画運営について方針策定、進捗状況説明、協力依頼などを
行いました。

３．会員増強
平成３０年５月末日現在の各クラブの純増状況は次のとおりです。

第三分区６ロータリークラブ会員数報告 当年度分

( ） 内は女性会員数

第３分区ガバナー補佐 永井 乙彦（高崎東ＲＣ）

クラブ名 年初会員 ５月末会員 純増 当初目標

高崎ＲＣ
118

( 9 ）
131

（ 13 ）
13

（ 4 ）
13

（ 1 ）

高崎南ＲＣ
68

( 6 ）
74

( 8 ）
6

( 2 ）
7

( 1 ）

高崎北ＲＣ
66

( 0 ）
72

( 0 ）
6

( 0 ）
7

( 1 ）

高崎東ＲＣ
40

( 1 ）
44

( 3 ）
4

( 2 ）
14

( 4 ）

高崎ｼﾝﾌｫﾆｰＲＣ
41

( 4 ）
43

( 4 ）
2

( 0 ）
5

( 1 ）

高崎ｾﾝﾄﾗﾙＲＣ
34

( 0 ）
36

( 0 ）
2

( 0 ）
5

( 1 ）

合計
367

( 20 ）
400

( 28 ）
33

( 8 ）
51

( 9 ）
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地区目標の純増１割達成クラブは、高崎ＲＣ、高崎南ＲＣ、高崎北ＲＣ、高崎東ＲＣの４ク

ラブにとどまりました。高崎北ＲＣ、高崎セントラルＲＣは女性会員ゼロが続いています。

４．合同公式訪問

平成２９年９月３日（日）高崎ビューホテルにおいて、高崎東ＲＣのホストにより合同公式

訪問を開催しました。

午前中のクラブ役員等との懇談会では田中ガバナーからの実情確認、情報提供などを主に懇

談が進められ、会長、幹事はじめクラブ役員の意識高揚が図られました。

午後の合同例会には６クラブから１５９名の参加を頂き、各クラブ会長からのクラブ運営方

針発表に続いて、「会員組織強化策と公共イメージ向上戦略」をテーマに各クラブ代表者によ

る目標発表が行われました。

５．第３分区ロータリーデー及び第１分区・第３分区合同ＩＭ

ロータリーデー、合同ＩＭについてはガバナー月信６月号にて報告してありますのでご参照

願います。

６．周年行事

高崎北ＲＣの創立５０周年記念式典が５月１９日（土）ホテルメトロポリタン高崎にて盛大

に開催されました。記念事業も充実した内容ですが、友好クラブ、姉妹クラブとして台湾、大

阪、新潟からの出席があったうえ、第２８４０地区の多くのクラブからも会長、幹事の出席が

あったことに驚かされました。
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①クラブ訪問 各クラブを4回 訪問

1回目 表敬訪問と田中ガバナーの地区目標達成のお願い

2回目 ガバナー合同公式訪問にあたっての事前協議

3回目 半年を経過しての各クラブの目標達成の進捗状況について

4回目 年度末が近づき各寄付の状況 新会員増強の状況について

②会長幹事会 12回

当初はガバナー合同公式訪問の準備のための打ち合わせでしたが、合同公式訪問が終了して

も地区補助金事業、ロータリーデイ事業のための協議が行われ、終了後は懇親会で大いに親

睦を深め、おいしく食べて、飲んで、楽しいロータリーを実践しました。

③インターアクト合同会議（7/8新田暁高校IAC））太田ナウリゾートホテル

④インターアクト年次大会（7/22新田暁高校IAC）太田市社会教育総合センター

⑤清水聖義太田市長 訪問（5RC会長・幹事） 地区補助金事業の「植樹」を提案（7/11）

⑥地区補助金事業 太田市内 新たに設置された公園（平地林）に種々の若木の苗を植樹

将来の「いわゆる里山」を造成することを目的とした【ロータリアンによる植樹の奉仕活動

は2018年10月28日（日曜日）を予定）】

⑦5RC合同例会 【8/8（幹事 太田南）】【2/14（幹事 新田）】

⑧第4分区A 田中ガバナー 5クラブ合同公式訪問（9/9 ティアラグリーンパレス）

⑨地区大会（11/19）高崎アリーナ

⑩ロータアクト地区大会（2/3）（伊勢崎プリオパレス 伊勢崎RAC）

⑪第4分区A 5RC ロータリーデイ事業（2/22）

太田市社会福祉協議会へタオル寄贈（1500枚余）

（各福祉施設ではタオルは消耗品で必需品）

次年度は不要なカレンダーも集めて寄贈することを検討

（各福祉施設では利用者さんの個室や集会室にカレンダーがないのが現状）

⑫第4分区IM （3/10 幹事 太田RC・大泉RC ティアラグリーンパレス）

⑬太田南RC40周年記念式典（4/7）

⑭館林RC 60周年記念式典（4/21）

⑮地区研修・協議会（5/13） 東洋大学板倉キャンパス

⑯新田RC 35周年記念式典（5/26）

⑰第4分区 現・新会長幹事会（6/6）ティアラグリーンパレス

⑱第4分区 10RC チャリティーゴルフコンペ

（4/11 オリンピックスタッフ足利ゴルフコース）

第4分区A ガバナー補佐 中野 正美（太田RC）
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太田RC：例会は大塩会長・板橋幹事のもと、適度の緊張感が漂う運営です。ただし例会前と

後にはコーヒーブレイクの場所が用意され 楽しそうな会話が弾んでいます。

米山記念奨学生の受け入れ・太田RC独自の市内高校生への奨学金授与・市内優良高校生表

彰・インターアクトクラブを提唱している市立太田高校の2年生に「出前授業」。少人数に分

けて進学や就職に関してのレクチャー。太田ロータアクトクラブを提唱。

太田西RC：元気のよい相山会長（第4分区Aでは初めての女性会長）、ベテランの青木幹事が

例会運営して、ニコニコボックスには皆さんが毎回寄付を入れています。地区補助金事業とし

て障がい児者 和太鼓の会「とんとんクラブ」への支援・わんぱくサッカーの支援・歴史資料

館の清掃活動（西プロバスクラブと共同）

太田南RC：ベテラン久保田会長と若々し栗林幹事が運営する例会は年齢の差を感じさせるこ

となく、終始 和やかな雰囲気が流れています。週報は写真が多数掲載されていて大変見やす

い構成になっています。今年度創立40周年を迎え、記念事業として太田市運動公園に温度計

を設置しました。利用者の体調管理に大いに役立つと思われます。私事ですが、創立時 スポ

ンサークラブの太田RCの会長が私の父だったと教えていただきました。40周年記念祝賀会に

参加させていただいたのも、ロータリーからのプレゼントだと感謝しています。

新田RC：荻原 泉会長・荻原丈始幹事のコンビで会員数18名から倍増に近い新会員増強を成

功させました。年度末には32名になるとのことです。秘策があればと伺いましたが最もオー

ソドックスな声掛けと粘り強い説得だったようです。新田暁高校にインターアクトクラブを提

唱。2017年7月22日 RID2840インターアクト年次大会ホスト。ジャガイモの植え付け・収

穫・福祉施設への配布

太田中央RC：森田会長・大谷幹事のもと若々しいメンバー（平均年齢56歳）で構成されてい

る例会です。今年12回目となる地区補助金事業「太田中央ロータリークラブ杯 小学生バ

レーボール大会」を開催。東日本大震災被災地への定期的な旅行・訪問を行っています。米山

梅吉記念館の見学・訪問。記念合同例会を実施
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平成29年6月5日、第４分区A・B現新会長幹事会会議を開催、RI会長方針と地区ガバナー方
針に基づき、一年間の活動方針及び諸行事のお願いをさせていただき７月から活動をスタート
しました。
各クラブのご協力をいただき役割を終えることができるかと思いますが、ただ、私の指導不足
により2クラブがガバナー方針の会員増強目標を達成できなかった事が残念でなりません。ま
た、第4分区Bでは地区補助金事業を5クラブ合同事業として計画し進めて来ましたので、この
事業は平成30年7月以降、実施するものでありますので事業完遂するまで私が責任を持って消
化したいと考えています。

１、ガバナー公式訪問前にガバナー補佐事前各クラブ訪問：7月4日～12日の間に9項目の事前
調査を実施しA3一枚の用紙にまとめ、ガバナーへご報告させていただきました。

２、ガバナー補佐担当クラブへの訪問：７月、10月、12月、2月、4月、６月に実施いたしま
した。

３、ガバナー公式訪問：田中ガバナーの意向により今年度は分区単位での実施となりました。
当分区は平成29年9月10日（日）館林市のジョイハウス内で実施いたしました。
⑴各クラブ単位で、会長、幹事、会長ｴﾚｸﾄ、会員増強委員長、公共ｲﾒｰｼﾞ委員長、地区役
員の参加で行いました。
⑵⑴の終了後、5クラブ合同例会の実施、

①各クラブの会長から担当する年度の進め方、方針について発表を頂きました。
②各クラブの会員増強委員長、公共ｲﾒｰｼﾞ委員長から年間計画などの発表を頂きました。

⑶田中ガバナー、宮内ガバナーエレクトを交えた5クラブ合同懇親会を実施いたしました。

４、田中ガバナー各クラブ例会訪問、メイクに同行いたしました。
館林RC：H29年9月15日（金）、大泉RC：H29年10月11日（水）、
館林西RC：H29年7月25日（火）、館林東RC：H29年9月27日（水）、
館林ミレニアムRC：H29年8月31日（木）

５、第4分区B女子会員ゼロクラブを解消する活動：館林ミレニアムRCの皆さんのご尽力によ
り女子会員が誕生いたしました。これにより第４分区Ｂ内には女子会員が全クラブ在席す
ることとなりました。

第４分区Ｂガバナー補佐 槻岡 行支（大泉）

７月 １０月 １２月 ２月 ４月 ６月

館林ＲＣ 7日 ６日 ８日 ２日 ６日 １５日

大泉ＲＣ ５日 １１日 ６日 ７日 ４日 ６日

館林西ＲＣ ４日 １０日 ５日 ６日 １０日 ５日

館林東ＲＣ １２日 １８日 １３日 ２１日 １８日 １３日

館林ミレニアムＲＣ ６日 １２日 ７日 ８日 ５日 １４日
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６、第4分区として、女子会員による女子会の設置：館林東RCの阿部豊子様を核に女子会を発
足させることが出来ました。年間２回、上期下期各１回程度実施する事としました。
第１回、平成29年8月21日（月）場所、ジョイハウス
第2回、平成30年4月20日（金）場所、ジョイハウス

７、公共ｲﾒｰｼﾞ委員会による“知らせない活動から知らせる活動へ
ぐんま経済新聞社の協力により各クラブ紹介を掲載させていただきました。

掲載日は、館林ＲＣ：１０月１９日、大泉ＲＣ：１０月２６日、館林西ＲＣ：１１月２日、
館林東ＲＣ：１１月９日、館林ミレニアムＲＣ：１１月１６日

８、会長・幹事の分区内各クラブの例会訪問（メイク）実施

９、第4分区B事務局情報交換会（事務職員対象）を実施する事が出来ました。
今後も分区の重要活動の位置づけとして年2回程度を基本に継続してまいります。

第１回、平成29年7月21日（金）場所、鼎（かなえ）
第２回、平成29年9月13日（水）場所、美家古鮨
第３回、平成30年6月22日（金）場所、鼎（かなえ）

１０、第4分区B会長・幹事会の開催、特に今期は地区補助金事業を5クラブ合同事業で行う事
となり、数多くの会長・幹事会議や会長会議を実施してまいりました。
合同事業内容：第4分区B内へ「陽光桜」を植樹する
H29年7月20日（木）、H29年7月28日（金）、H29年8月16日（水）、
H29年8月31日（木）、H29年11月9日（水）、H29年11月17日（金）、
H30年1月11日（木）、H30年1月26日（金）、H30年3月13日（火）、
H30年4月13日（金）、H30年5月11日（金）、H30年5月23日（水）

訪問先

ｸﾗﾌﾞ
館林ＲＣ 大泉ＲＣ 館林西ＲＣ 館林東ＲＣ 館林ﾐﾚﾆｱﾑＲＣ

館林ＲＣ ― ７/７(金) 10/６(金) 12/１(金) ２/２(金)

大泉ＲＣ ７/５(水) ― ２/７(水) 11/8(水) 12/６(水)

館林西ＲＣ 10/10(火) 12/５(火) ― ２/６(火) ７/４(火)

館林東ＲＣ 12/13(水) ２/14(水) ７/12(水) ― 10/18(水)

館林ﾐﾚﾆｱﾑＲＣ ２/８(木) 10/12 (木) 12/７(木) ７/６(木) ―
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１１、第4分区Ｂロータリーディの実施
ロータリーディの地域奉仕活動事業として、白鳥の越冬で知られる自然豊かな多々良沼
湖畔遊歩道のゴミ拾いを第４分区Ｂ５クラブ合同事業として実施しました。
実施日：2018年3月24日（土）ガバナー月信5月号４Ｐに掲載させて頂きました。

１２、第4分区A・B内、田中年度中の各種行事
⑴第4分区B5クラブ合同納涼例会 H29年 8月30日（水）ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ館林東RC
⑵第4分区A・B10クラブ親睦ゴルフ大会 H29年10月25日（水）ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ館林東RC
⑶第4分区A・B10クラブIM H30年3月10日(土)ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ太田RC、大泉RC
⑷第4分区A：B10クラブ親睦ゴルフ大会 H30年4月11日（水）ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ新田RC
⑸第4分区A・B10クラブ現新会長・幹事会 H30年6月 6日（水）ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ太田RC
⑹太田南RC創立40周年記念式典 H30年4月 7日（土）太田ナウリゾートホテル
⑺館林RC創立60周年記念式典 H30年4月21日（土）館林ジョイハウス
⑻新田RC創立35周年記念式典 H30年5月26日（土）太田ティアラグリーンパレス

１３、各クラブの活動内容
【館林ＲＣ】

(1) 会員の増減：2017年7月49人 → 2018年5月末54人 2018年7月53人でスタート
(2) 行事・事業など

Ｈ29年07月16日 地区補助事業で館林こども会育成団体連絡協議会へイベント用
テント贈呈
館林まつり、インターアクトクラブみこしパレード参加

Ｈ29年08月28日 新入会員インフォーマルミーティング
Ｈ29年09月19日 第１回親睦ゴルフコンペ
Ｈ29年10月24日～11月5日 ポリオ撲滅キャンペーンパネル展示と募金活動
Ｈ29年11月23日 イルミネーション設置作業
Ｈ29年12月09日 イルミネーション点灯式参加
Ｈ29年12月17日 ６０周年記念事業 ボーイスカウト館林第１団へ テント寄贈
Ｈ29年12月22日 クリスマス家族会実施
Ｈ30年01月12日 新年例会実施
Ｈ30年02月24日 イルミネーション撤去作業
Ｈ30年03月23日 創立６０周年記念事業 館林市へ 温度計寄贈
Ｈ30年03月24日 第４分区Ｂロータリーデー 多々良沼周遊道清掃活動参加
Ｈ30年04月21日 創立６０周年記念式典
Ｈ30年04月27日 職場訪問例会実施
Ｈ30年06月11日 親睦家族旅行
Ｈ30年06月19日 第４回親睦ゴルフコンペ

(3) 姉妹クラブ先名：フィリピン セブ・ポートセンターＲＣ
(4) 地区補助金事業（陽光桜の合同事業以外）

館林市子ども会育成団体連絡協議会へ イベントテント寄贈
(5) 新聞等掲載事例

Ｈ29年11月06日 上毛新聞にポリオ撲滅キャンペーンパネル展示と募金活動の記事 掲載
Ｈ30年03月24日 〃 創立６０周年記念事業 館林市へ温度計寄贈の記事掲載
Ｈ30年04月22日 〃 創立６０周年記念式典の記事掲載
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【大泉ＲＣ】
(1) 会員の増減：H29年7月33人 → H30年5月末34人 H30年7月34人でスタート
(2) 行事・事業

Ｈ29年07月17日(日) 利根川河川敷清掃 参加
＊Ｈ29年08月19日(土)20日(日) 地区補助金事業（詳細は（４）に記載）

Ｈ29年09月10日(日) 第4分区Ｂ合同ガバナー公式訪問例会／懇親会【ホスト】
＊Ｈ29年10月17日(火) 「聴導犬に触れ・知るスクール」【主催】

Ｈ29年12月20日(水) 親睦クリスマス会
＊Ｈ29年12月24日(日) 元財団奨学生・齊藤千花さんコンサート【主催】
＊Ｈ30年03月24日(土) ロータリーデｨー（多々良沼周辺清掃）【ホスト】

Ｈ30年03月25日(日) 親睦ホワイトデー婦人感謝祭（浅草・隅田川クルーズ）
＊Ｈ30年04月21日(土) いずみ緑道清掃【主催】
(3) 姉妹クラブ（友好クラブ）

・韓国・西馬山ＲＣ ・フィリピン・マニラプレミアＲＣ
(4) 地区補助金事業

大泉ロータリー杯サッカー大会
邑楽郡内及び近隣中学校16校によるサッカー大会の実施

(5) 新聞等掲載事例
上記(2)＊印 上毛新聞に掲載されました。
地区補助金事業と聴導犬事業は大泉町広報にも掲載されました。

【館林西ＲＣ】
(1) 会員の増減：2017年7月21人 → 2018年5月末23人 2018年7月22人でスタート
(2) 行事・事業など
Ｈ29年08月20日（日）おうら祭り かき氷販売、パレード参加
Ｈ29年11月15日（水）グランドゴルフ大会
Ｈ29年12月16日（土）クリスマス家族例会
Ｈ30年02月27日（火）館林東RCとの合同夜間例会
Ｈ29年06月17日～18日（日、月）親睦旅行 草津温泉
(3) 姉妹クラブ先名： 国際ロータリー第２５６０地区見附ロータリークラブ
(4) 地区補助金事業
Ｈ29年7月11日（火）地区補助金事業 【一輪車で体力づくり】
(5) 新聞掲載事項
Ｈ29年7月13日（木）【一輪車で体力づくり】の記事が掲載されました
Ｈ29年8月 広報おうら８月号に一輪車寄贈の記事が掲載されました
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【館林東ＲＣ】
(1) 会員の増減：2017年7月23人 → 2018年5月末日21名 2018年7月 不明
（＊現在退会届を提出している会員がおり、理事会及び退会防止委員会が動いている

ところですので、結果が出るまで分かりません）
(2) 行事・事業など

Ｈ29年08月30日(水) ５ＲＣ合同納涼例会【ホスト】
Ｈ29年09月27日(水) 地区補助金事業（詳細は（４）に記載）
Ｈ29年10月09日(月・祝) たてばやしウォークラリー【主催】
Ｈ29年10月24日(火)ポリオ撲滅チャリティゴルフ大会参加【ホスト：足利わたらせＲＣ】

Ｈ29年10月25日(水) １０ＲＣ親睦チャリティゴルフ大会【ホスト】
Ｈ29年12月20日(水) クリスマス家族例会
Ｈ29年03月28日(水) 足利わたらせＲＣとの合同夜間例会【ホスト】
Ｈ29年04月25日(水) 高田東ＲＣとの合同夜間例会【ホスト】
Ｈ29年05月09日(水) 市内小中学校と図書館の図書購入費及び館林女子高等学校

マンドリンギター部に助成金の贈呈式
(3) 姉妹クラブ（友好クラブ）

・髙田東ロータリークラブ ・足利わたらせロータリークラブ
(4) 地区補助金事業 『多々良沼公園遊歩道支援事業』

県立多々良沼公園ボランティアセンター北側広場にソーラー電波時計設置
(5) 新聞等掲載事例

2017年9月29日(金)の上毛新聞に地区補助金事業の記事が掲載されました

【館林ミレニアムＲＣ】
(1) 会員の増減：2017年7月25人 → 2018年5月末27人 2018年7月27人でスタート
(2) 行事・事業など

Ｈ29年07月15日 館林まつりパレード参加、館林国際交流協会よさこいソーラン
「華艶舞」支援

Ｈ29年10月20日 地区補助金事業、行事名「血圧計寄贈事業」
Ｈ29年10月24日 上毛新聞本誌掲載、ケーブルテレビぐんまHOTステーション

ニュースにて放映
Ｈ29年12月21日 家族親睦クリスマス例会
Ｈ30年02月04日 多々良沼清掃活動及びいちご狩り（家族親睦）
Ｈ30年05月19日 職場訪問例会 サントリー武蔵野ブルワリー・東京競馬場 見学
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○クラブ訪問履歴

○クラブ訪問の内容

第1回 ①第5分区ガバナー合同公式訪問についての説明

②各クラブへの挨拶と、田中ガバナーの方針・目標数値等の説明

③クラブ協議会又は理事会に出席し、各クラブの現況・クラブ訪問報告書を

ガバナーへ報告

第2回 ①ガバナー公式訪問の開催報告と御礼

②地区大会への登録と参加について案内

③IM・ロータリーデイの参加と協力のお願い

第3回 ロータリーデイへの重ねてのお願い

第4回 1年間の行事への参加と協力に感謝訪問

会員増強について（内女性会員数）

第５分区ガバナー補佐 山田 晃（沼田中央）

第1回 第2回 第3回 第4回

渋 川 8月3日 10月21日 2月1日 5月31日

沼 田 7月11日 10月24日 6月19日

草 津 9月7日 11月9日 6月14日

中之条 8月8日 11月7日 6月21日

沼田中央 7月27日 10月26日 2月22日 5月24日

渋川みどり 8月22日 10月24日 2月6日 6月5日

R C 田中年度目標
純増目標（女性会員数）

2017年7月1日
会員数（女性会員数）

2018年6月30日（予定）

会員数（女性会員数） 入会数 退会数 増減

渋 川 6名 (2名) 62名 (5名) 64名 (6名) 5名 3名 △2名

沼 田 6名 (1名) 67名 (1名) 70名 (2名) 3名 0名 △3名

草 津 2名 (1名) 17名 (1名) 16名 (1名) 1名 2名 ▼1名

中之条 2名 (1名) 22名 (1名) 23名 (2名) 3名 2名 △1名

沼田中央 5名 (1名) 51名 (4名) 45名 (3名) 5名 11名 ▼6名

渋川みどり 3名 (1名) 37名 (2名) 36名 (2名) 1名 2名 ▼1名

第5分区計 256名 (14名) 254名 (16名) 18名 20名 ▼2名
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第5分区の行事
① 公式訪問 2017年9月30日（土）ホテルベラヴィータ
② Intercity Meeting 2018年4月8日（日）ホテルベラヴィータ
③ 中之条ロータリークラブ50周年記念例会 2018年4月24日（火）
④ 第5分区ロータリーデイ（兼中之条ロータリークラブ50周年記念事業）中之条ガーデンズ
⑤ 現新会長・幹事引継会 2018年6月13日（水）塚越屋七兵衛一泊

一年を振り返って、今年度の最大目標である会員増強が分区で2名減（6/15現在）という結
果に終わりました。田中ガバナーの意気込み、意識改革が浸透させることが出来なかったこと
は、補佐として私の力不足としか言えません。しかし、6クラブが努力したことはいつか花開
くと信じています。

合同公式訪問、IM、Rotary Day等々で地区内で一番広い第5分区からの参加人数を考えると、
今年度のテーマである「Rotarys Mind is Our Pride. We are Rotarian. We are One.」が浸
透し、真のロータリアンが増え一体感や仲間意識が生まれたと思います。次年度以降のロータ
リー活動が発展することは間違いないと思います。

最後に、言い訳を上げたらきりがありません。忙しかった。余裕のある時にやりたかった。
しかし、ガバナー補佐に指名されたことで、多くのロータリアンと知り合いになれたことが最
大の収穫です。指名して頂いた田中ガバナーに感謝申し上げます。
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「入りて学び、出でて奉仕せよ」とは例会の意義。「ロータリー；変化をもたらす」RIの
テーマと「ロータリーのある人生を誇りにしよう」は地区運営方針。➀会員増強・退会防止、
➁公共イメージの認知向上は二大地区目標。それらの方針を意識の上に締めくくりをまじかに、
はたして結果は如何との思いを滲ませつつ本年度第六分区の総括をご報告させていただきます。

第一回クラブ訪問 2017年8月17日～9月27日
新年度は7月1日から始まりましたが各クラブの年間の計画作り多忙を考慮して間をおいて

訪問を始めました。自己紹介・地区目標へのご理解とメインは10月1日の新方式の合同公式訪
問のご説明とご協力をお願い致しました。8クラブの訪問の始まりでした。

第二回クラブ訪問 2017年10月19日～11月15日
合同公式訪問のお礼と前回訪問時にも、公式訪問時にも周知徹底をしてあった地区大会が

11月19日と愈々迫ってきたことで参加をさらに重ねてのお願い行脚でした。年が改まっての
2018年2月23日の第六分区ロータリーデーの参加ご協力も併せての訪問目的でした。

第三回クラブ訪問 2018年3月27日～4月19日
地区大会・ロータリーデーのお礼と4月28日の第六分区IMの参加ご協力を呼びかけました。

テーマは「手に手つないで」。

第四回クラブ訪問 2018年5月29日～6月14日
第六分区IMの参加お礼と本年度の第六分区ガバナー補佐として各種事業のご協力への感謝

と各クラブ運営活動への敬意をお伝えして最終のご挨拶といたしました。
なお情報共有の為に第六分区会長・幹事会は3回行っております。

第六分区事業の概略
➀合同公式訪問 2017年10月1日（日） 於 ホテルアミューズ富岡

第六分区8ロータリークラブ合同でのガバナー公式訪問は今回初の試みであった。地区
内の連携・協力・友情を深め懇親を交わすことの良い機会となったものと思います。ガ
バナーとの懇談、各クラブから会員増強策と公共イメージ戦略発表者を二名選抜してい
ただきクラブ同士の情報が今後の各クラブ活動の参考になったものと確信しました。

➁地区大会 2017年11月18日（土）～19日（日）
18日 大会一日目 地区指導者育成セミナー 於 高崎ビューホテル
基調講演 RI会長代理 北 清治様 その後RI会長代理ご夫妻歓迎晩さん会
講演後は各会長・幹事による発表が2分ずつ、テーマは「メイクをしてみて判かったこ
と」。
19日 大会二日目 本会議 於 高崎アリーナ
基調講演 坂本光司法政大学大学院教授「日本でいちばん大切にしたい会社」
その後、参加者紹介、第六分区ガバナー補佐による8クラブの紹介用ワンフレーズ披露。
懇親会 於 ホテルメトロポリタン高崎

第６分区ガバナー補佐 岡田 稔（富岡中央）
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➂第六分区合同ロータリーデー 2018年2月23日（金）於 富岡市もみじ平総合運動公園

RIのイアンHS.ライズリー会長は「アースデーの4月22日迄に少なくとも1人1本の植樹を」

との呼びかけに応じ富岡市富岡北部運動公園北ゾーンに「ヤマモミジの苗木」6本を記念植樹、

ガバナー・富岡市長の参加をいただき記念碑除幕・鍬入れ式を行いました。100有余名の参加。

後日地元紙の上毛新聞紙上・ガバナー月信・ロータリーの友に掲載されました。小さい区画な

がらもロータリーの林に成長されることを祈りました。

➃第六分区IM（インターシティミーティング） 2018年4月28日 於ホテルアミューズ

「手に手つないで」を基本のテーマとして8ロータリークラブから各二名の発表者を選抜し

ていただき一年間の締めくくりとして各クラブの成果・実績を披露していただきました。120

名の参加者が和やかな懇親のうちに大声で「手に手つないで」を合唱、散会しました。

結びに、ガバナー補佐のクラブ訪問8クラブ4回ずつの訪問を含め地区委員関連の出席などで

合計60回の出席、５回の欠席というスケジュールでした。今後の改善策として少し考慮の余

地があると思います。良かった点では第六分区内で当初2クラブに女性会員がいなかったのが

解消されたことでした。女性ネットワーク合同委員会に力を入れていたこともあり、ゼロクラ

ブには特に執拗にお願いしておりましたところご協力いただき感謝しております。会員増強・

退会防止では最終的な数は出ていませんが目標達成は一部のクラブしか成しえていません。財

団・米山・ポリオに関しても最終の集計中ということで結果は出ておりませんが目標達成に奮

闘中です。ガバナー補佐の役目には反省のみ残りますが、各クラブ会長・幹事・会員の皆さん

には感謝感謝でいっぱいです。ありがとうございました。
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地区研修委員会の役割は、ガバナーおよびガバナーエレクトを補佐して、クラブや地区指導
者の研修を企画・実施することです。

本年度は以下の任務を遂行しました。
1. 田中ガバナーエレクトと協力し、以下の研修ニーズに対応しました。

a. PETS b. 地区研修・協議会 c. 地区チーム研修セミナー（ガバナー補佐の研修を含
む）

2. 田中ガバナーと協力し、以下の研修ニーズに対応しました。
a. 地区指導者育成セミナー b. 新会員セミナー c. 地区におけるそのほかのセミナーのサ
ポート

3. クラブ活性化につながる「クラブレベルの指導力開発」も地区研修委員会の重要な使命で
すが、各クラブに配置された「クラブ研修リーダー」を支援する活動は本年度は行えませ
んでした。
主に新会員を対象としたクラブ研修のテキスト『ロータリーの基本～研修の手引き～』は地

区のウェブサイトに収録しています。

委員長（地区研修リーダー） パストガバナー 本田 博己 （前橋）
副委員長 パストガバナー 竹内 正幸 （太田）
委 員 ガバナーエレクト 宮内 敦夫 （館林）
委 員 ガバナーノミニー 森田 高史 （伊勢崎）
委 員 松島 宏明 （桐生）
委 員 板垣 忍 （前橋）
担当副幹事 富山 俊吾 （高崎）

委員長（地区研修リーダー） パストガバナー 本田 博己 （前橋）
委 員 小池 敏郎 （館林）
委 員 田部井 丑松 （太田）
担当副幹事 岡本 謙一 （高崎）

RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）セミナーは、本年で第7期を迎えました。クラ
ブの会長エレクト・次年度幹事が、PETSや地区研修・協議会の前にロータリー全般の認識を
深め、学ぶ契機とする機会として定着しています。

RLI推進委員会は、地区研修委員会と連携し、事務局として、2840 地区版カリキュラムの
作成、ディスカッションリーダー研修会（2017.8.11）、パートⅠ（9.17）、パートⅡ
（10.22）、パートⅢ（11.25）セミナーの企画・運営、そして次年度（宮内G年度）のPETS
分科会（2018.3.17）にて卒後コースを行いました。

RLI推進委員会
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１．危機管理委員会は、その職掌からして、その一般的な提言や研修はさておき、委員会とし

て多くの活動は休止していることが望ましい委員会といえる。

２．これまでの当委員会の具体的活動は、以下のとおりである。

①２００７年、地区大会終了後の懇親会場における留学生に対するセクシャルハラスメン

ト事案について検討。

②２０１１年、東日本大震災後の交換留学生の早期帰国の問題を検討。

③２０１６年、危機管理の概念を拡大し地区レベルでの危機管理セミナーを実施。

３．本年度、当委員会は、特別な活動の必要性を認めた事象はなかった。

４．当委員会としては、今後とも、所謂７２時間ルール（危機管理委員会所管事項が生起した

場合、７２時間以内に国際ロータリーに事案を報告しなければならないルール）をふま

え、有事の折には、早急かつ適切な対応がとれるよう心掛けたい。

委員長 森田 均 （渋川）
副委員長 松倉 絋洋 （富岡）
委 員 原 敬 （伊勢崎）
委 員 竹澤 泰子 （国際交流協会）
担当副幹事 竹山 哲男 （高崎）
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委員長 曽我 隆一 (前橋)
副委員長 本田 博己 (前橋)
委 員 各ガバナー補佐
担当副幹事 阿久澤 嘉一 (高崎)

従来、３年に一度シカゴで開催される規定審議会においてのみ、ロータリーの組織規定(国

際ロータリー定款・国際ロータリー細則・標準ロータリークラブ定款)の改訂がされてきたが、

２０１６年の規定審議会で、立法案のうち制定案(組織規定の改訂を審議するもの)は従来通り

とし、立法案のうち決議案(RI理事会への意見を表明し、推奨を行う立法案)は、毎年オンライ

ンで開催されることとなり、田中年度で初めて２０１７年１０月に決議審議会が実施されまし

た。詳細は(ガバナー月信２０１７年１２月号; ２０１７年の決議審議会結果並びに２０１８

年１月号; 最近の国際ロータリーの決議・規定審議会の動きを参照)

２０１９年規定審議会への立法案(制定案)の提出締切りが２０１７年１２月末であったので、

当２８４０地区からは５つの立法案を去る２０１７年１１月１９日高崎市で開催の地区大会で

決議され、RIへ提出しました。(ガバナー月信２０１７年１２月号参照)

昨年に引き続いて２０１８年１０月に予定されている決議審議会の提出締切りが２０１８年

６月末につき、２０１８年５月１３日板倉町での地区研修・協議会にて５つの立法案(決議案)

が採択承認され、RIへ提出しました。(詳細はガバナー月信２０１８年６月号参照)

まとめとしては、ロータリー活動の根幹を定めてある３つの組織規定について、一般的には

未だ、関心度が低い傾向が続いています。各ロータリークラブの会長・幹事・シニヤリーダー

の皆様には「組織規定の改訂は、自らのクラブ提案で改定ができる」との思いを深めて、日ご

ろからの問題意識を持つことが必要と思います。

更に、クラブリーダーの皆様には「My Rotary」の閲覧を是非とも常態化され、ロータリー章

典・RI理事会議事録等に、是非アクセスされますようお願い致します。
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2017-2018年度、ロータリー財団は100年に渡り、無数のアイデアを支えてきております。
私たちは、病気の予防、健康の改善、教育の提供、地域社会の発展、水と衛生、平和の推進

を目的とした世界中のプログラムのために、41億ドル以上を集め、活動に充ててきており、
ロータリー財団は、更に進化を続けていることを伝えております。

ロータリー財団の優先項目
１．年次基金の目標：人々の自制を変えるような数多くのプログラムを引き続き支援していく

ために「1億3500万ドル」に設定されます。年次基金寄付に少なくとも100㌦を寄付する
という「Every Rotarian Every Year」の寄付は、今後も優先されることとなります。
（2840地区は1人150㌦以上）

２．永久にポリオを撲滅する。Polio撲滅は今後も第1の優先活動となります。Polioの募金目
標は、引き続き年間3500万ドルです。（2840地区は1人30㌦以上）

３．財団の恒久基金への寄付をロータリアンに呼びかけることです。2017-2018年度は、
「2025 by 2025」という恒久基金目標に向け、丸1年をかけて取り組む初めての年度と
なります。
この3項目のテーマ及び地区財団目標を「地区チーム研修セミナー」「PETS/SETS」
「地区研修協議会」に於いてそれぞれ2840地区のロータリー財団の趣旨、方針として発
表させて頂きました。

地区ロータリー財団目標
１．年次基金寄付・・・・・・・１人当り・・・１５０㌦以上
２．ポリオ・プラス・・・・・・１人当り・・・・３０㌦以上
３．ロータリー財団恒久基金寄付への増進
４．全クラブ地区補助金対象事業を申請する
５．グローバル補助金対象事業を申請する

地区セミナーの開催
ロータリー財団セミナー 2017年08月19日（土）（伊勢崎プリオパレス）
補助金管理セミナー 2017年11月11日（土）（伊勢崎プリオパレス）

■今年度のセミナーにおける重点は、地区補助金申請を簡素化、Webサイトによる申請シス
テム化にするため、申請内容、詳細にわたり記入項目の説明等、各分区単位に担当委員を中
心として手続き確認を中心として開催いたしました。

■補助金管理セミナーでは、2840地区内、ロータリー財団の現況と補助金制度の概要として
地区内年次寄付の現状、達成状況DDF(地区活動資金）の使用状況をパワーポイントにより
説明、グローバル補助金申請についての手順、地区補助金のWeb申請の操作方法について
説明させて頂きました。また、分区協議会として意見交換を行い分区毎における問題点を提
示、質疑応答により確認をさせて頂きました。

アドバイザー 牛久保 哲男 (伊勢崎）
ロータリー財団委員会 委員長 伊能 富雄 （伊勢崎）
担当副幹事 大草 良広 （高崎）
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2017-2018年度に於ける地区補助金について

今年度から地区補助金申請をすべて、Web申請で行う事になり、クラブからの地区補助

金申請手続きを大幅に改善、集約し、簡素化いたしました。更に、報告書に於いても次年度

からは、Webにて提出出来るよう進めております。

地区補助金の実施年度としては、46クラブ中、全46クラブがそれぞれプロジェクトを実

施、数クラブを残し報告書の提出も行われております。

申請年度に当たる今年度は、全て、Webからの申請とさせて頂きました。クラブ対クラ

ブによる合同事業も含め、44クラブ、29事業の申請となり地区承認されております。

2017-2018年度に於けるグローバル補助金について

グローバル補助金に対しては、学生、一般社会人からの奨学金申請、応募についてのネッ

トによる問い合わせが地区に寄せられております。又、職業研修（VTT）に取り組むクラブ

も複数出てきております。このようなグローバル補助金に対して姉妹クラブ、友好クラブか

らの要請による参加プロジェクトが多くなってきております。

今年度におけるDDF使用の地区申請は、VTT（職業研修）：１、奨学金：１、人道的；２

総数4件の地区承認を致しました。

DDF（地区活動資金）からの基金寄付

ポリオ・プラス基金に・・・・・・・30,000ドル

ロータリー平和センター基金に・・・25,000ドル の寄贈をいたしました。

ロータリー財団寄付について

地区目標でもある年次基金寄付、ポリオ・プラス基金寄付についてロータリークラブセン

トラルに目標設定したクラブは46クラブ中33クラブ、年次基金寄付をしたクラブは、45ク

ラブ、（27クラブは1人当り150㌦以下）で46クラブ中、一人当たり144.38㌦が現状と

なっております。 （2018.6.11現）
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委員長 町田 久 (渋川)

委 員 金井 修 (前橋西)

委 員 豊田 明美 (高崎)

担当副幹事 岡本 謙一 (高崎)

ロータリー財団は、1917年にアトランタで開催された国際大会に於いて当時の会長のアー

チ・C・クランフが”全世界的な規模で、慈善・教育・その他の社会奉仕の分野で、より良いこ

とをする為に、基金を作ろう“と提案したことに始まります。

本年も、その目的に叶う為に、種々の目標を掲げて活動してまいりました。

丁度、昨年が、ロータリー財団100周年ということで色々な催しが開催され今年は、その翌

年ということで、キャンペーン明けの惰性で、少し活動が停滞するのではないかという懸念も

ありましたが、何とかそれらを打破し、取り越し苦労の危惧で済むことが出来ましたのも、会

員皆様のご協力の賜物と、心より感謝申し上げます。

ロータリーが行っている良いことの、外部へのPRは、中々思うようにいかない面もあるの

ですが、今後も各クラブでの成果をより強力にアピールしロータリー活動の有意義さを、外部

に向けて継続して発信出来ればと、願っております。

年次寄付につきましては、本年も昨年と同様に、1人当たり150ドルをお願いしてまいりま

した。

お陰様で、その目標額に達したクラブ、残念ながら少し足りなかったクラブ等々がありまし

たが、全体として立派な成果を上げることが出来ました。

ご協力に感謝申し上げます。

ﾏﾙﾁﾌﾟﾙ･ﾎﾟｰﾙ･ﾊﾘｽ･ﾌｪﾛｰ(MPHF)につきましては、地区で130名以上の方々にご協力頂き、大

口寄付者(MD)につきましては、地区で3名の方にご協力を頂くことが出来ました。

ﾍﾞﾈﾌｧｸﾀｰにつきましては、地区で4名の方にご協力頂きました。

今後共、各会員の皆様方のご協力をお願いして、今年度の報告に代えさせて頂きます。

有り難うございました。
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委員長 板垣 忍 （前橋）
担当副幹事 竹山 哲男（高崎）

ロータリー財団の補助金が現行制度となって6年目となりました。歴代の委員会の皆様の努

力と各クラブの積極的な取り組み姿勢によって、この新制度はしっかり根付いてきたと感じて

います。地区補助金・グローバル補助金については、各委員長より報告がなされると思います

ので私のページでは割愛させていただきます。

グローバル補助金は、事業の申請・報告についてはガバナー事務所を通すことなく、直接

ロータリー財団にＷｅｂで行われていたのは皆さんご存知の通りです。

しかし、地区補助金は、ガバナー事務所に申請してもらい、それをＰＤＦにして関係担当者

にメール添付で配信するという手筈を踏んでいました。訂正や削除・追加項目等がある度にこ

の作業を繰り返すという、配信する側も受信側も気を抜けない緻密な作業となり、厚いファイ

ル綴じが数冊必要というようなことになっていました。加えて、これらの書類を整理し一覧表

にまとめる等、ガバナー事務所は、膨大な作業の積み重ねを余儀なくされていました。これら

一連の作業を軽減し負担感を最小限度まで無くすことが、ここ数年の大きな懸案事項となって

いました。

これらを解消すべく、ホームページから直接申請していただくＷｅｂ申請を実施させていた

だきました。実施に当たっては、地区補助金委員会・資金管理委員会の皆さんを中心に、事務

局の入山さん・佐藤さんにも参加いただき何度も検討を重ね、地区副幹事高崎クラブ林さんの

会社に依頼をし、フォームとして完成してもらうことができました。

お陰様で大きなトラブルもなく申請受付が完了。その後の一覧表等も自動的に完成しほっと

胸をなでおろすことができました。地区内各クラブの皆様方のご理解とご協力に対し心より感

謝申し上げます。

懸案事項はまだあります。地区補助金の各クラブに対する「配分率」はこのままで良いのか、

偏ってはいないか、不平等感はないか。さらに、ロータリー財団からの制約事項となっている

「補助金としては不適格とされる特定の受益者に対する継続的又は過度の支援」への解釈と対

応について再考の必要性は？

宮内年度での課題として再重点テーマと考えています。
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副委員長 今井 幸吉 （沼田）

委 員 村田 勝俊 （桐生）

委 員 川口 修平 （高崎南）

委 員 毛塚 宏 （館林）

委 員 嶋田 佳幸 （富岡かぶら）

１、地区補助金（本年度計画・次年度実施）

（１）申請件数 ２９件（申請クラブ数 ４４クラブ）

（２）申請総額 ７，５５２，３１７円

補助金決定総額 ７，７５８，９２０円（７４，６０５ドル）※

※「地区補助金予算を余さず使い切る」という方針で各申請書に対して、各クラブの２０１

５～１６年度１人当り年次寄付実績を考慮に入れながら一定の計算式で算出しました。

なお、地区補助金分配額８９，６０８ドルでしたが、補助金決定額が７４，６０５ドル

でしたので、DDF（地区財団活動資金））１５，０００ドル組み入れました。

６年目となる本年度は、田中ガバナー方針に則って複数クラブによる共同事業を推奨

し、共同事業としては分区全体で２事業、３クラブでの共同事業が２事業、２クラブで

の共同事業が３事業という結果でした。

２、委員会（審査会）活動経過

委員長 山田 利和 （富岡かぶら）

委 員 石井 英智 （前橋南）

委 員 福島 敬仁 （伊勢崎南）

委 員 石川 好男 （太田）

委 員 清水 一男 （渋川）

担当副幹事 嶋方 智之 （高崎）

開催日 内容 場所 備考

2017年6月17日 第１回地区補助金委員会 田中ガバナー事務所
Web申請及びアンケート
地区補助金審査の勉強会

2017年8月5日 第２回地区補助金委員会 田中ガバナー事務所
財団セミナー並びに地区補助金
申請書及び報告書審査の勉強会

Web申請について

8月19日 ロータリー財団セミナー 伊勢崎プリオパレス
報告の実務・計画立案の注意点に

及びweb申請ついて説明

10月21日 第３回地区補助金委員会 高崎ビューホテル
補助金管理セミナー並びに地区
補助金申請書及び報告書審査の
勉強会・web申請の操作方法

11月11日 補助金管理セミナー 伊勢崎プリオパレス
申請書記入の注意点及びweb申

請の操作方法について説明

2018年1月20日 第１回地区補助金予備審査会 伊勢崎プリオパレス

3月24日 第２回地区補助金予備審査会 伊勢崎プリオパレス

4月21日 地区補助金最終審査会 伊勢崎プリオパレス
2018～19年度実施分の申請を

承認
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今年度は、桐生西ロータリークラブ（81,000ドル）（96,150ドル）（48,501ドル）の3件、

前橋ロータリークラブのVTT（53,000ドル）は申請中、前橋ロータリークラブから奨学生の

申請があり、審査の結果5件、いずれも地区承認を致しました。残念ながら、前橋クラブの奨

学生に関しては申請まで至りませんでした。

地区としては、グローバル補助金活用の事業を実施すべくいろいろな機会を通じて案内をし

てきました。しかしながら、グローバル補助金を使用しての奨学生については、再度、申請基

準の見直し等行っていかなければならないと考えています。受け入れ先の問題もあり、まだま

だ有効活用するところまで行っていません。

グローバル補助金を使用しての事業活動については、活用事例を発表する機会を設けていろ

いろなケースを共有する必要があります。

委員長 津久井 功 （沼田）
副委員長 髙橋 郁夫 （伊勢崎）
委 員 小林 洋樹 （前橋）
委 員 久保田 寿栄 （桐生）
委 員 飯島 芳臣 （高崎ｼﾝﾌｫﾆｰ）
委 員 待山 ラファット （館林東）
委 員 富岡 隆 （富岡中央）
担当副幹事 富山 俊吾 （高崎）
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2017－2018実施年度(田中年度)には、46全てのクラブより申請を頂き、審査を実施して

いるところでございます。

現在、34クラブより報告書の提出を頂き6月23日(第4回)の審査において残りの12件の審査

を実施する予定でおります。

一回の審査で、受理又は、ほぼ確認済みとなったプロジェクトが22件ございました。これ

は各クラブのご担当者が趣旨を良くご理解頂き、且、各分区担当の地区補助金委員のご協力の

成果と感謝しております。

本年度の報告書を拝見しますと、全て単独事業であり、多くのクラブが報告書2-2,8(クラブ

責任者報告)に記載していただきました。プロジェクトの詳細や苦労話など審査に際し、大変

参考となりました。有難うございました。次年度以降も記載して頂くと報告書審査に有効です

ので是非ともお願い申し上げます。

4月に行われた地区補助金申請書最終審査会において、6回目の申請に関して、田中ガバ

ナーの提唱により分区内における合同事業が多数ございました。

2017-2018年度の申請から、原則としてプロジェクト実施日を4月末までとし(プロジェク

トの内容により柔軟に対応しております)、プロジェクト実施後1ケ月以内に報告書を提出して

いただく事となっております。ご協力の程宜しくお願いいたします。

昨年度より申請書の提出をWebによる提出とさせて頂きましたが、各クラブのご協力・ご

理解により比較的スムースな申請書提出となりました。報告書の提出についても本年度より

Webによる提出を予定しております。8月の財団セミナー、11月の補助金管理セミナーにおい

て説明できるよう準備をすすめております。

各クラブのご担当者におかれては、早い段階にて分区担当地区補助金委員とプロジェクト内

容を詳細に協議し、ハンドブックを活用して申請されますようをお願い申し上げます。

本年度においても、経費等の減少等により2件地区へ返金をお願い致しました。

終わりに、各分区担当地区補助金委員、議事録等を作成して下さった担当地区副幹事、ガバ

ナー事務局の皆様に感謝いたします。

ありがとうございました。

委員長 渋澤 誠 （太田）
委 員 永井 寛之（沼田中央）
委 員 石川 直美（前橋中央）
署名人 町田 久 （渋川）
署名人 金井 修 （前橋西）
担当副幹事 佐藤 健司（高崎）
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今年度も、全会員の皆様に１人あたり３０ドルのご寄付をお願いしました。ポリオプラスレ

ポートによりますと、２０１８年６月１６日現在では、５２，５００ドルのご協力を頂きまし

たので、２８４０地区会員数２，０６３人としますと、１人当たり２５．５ドル、達成率８

５％ほどになりました。

例年６月末にまとめて寄付をされるクラブがありますので、達成率はかなり上昇すると思わ

れます。

皆様方の１年間のご協力に、委員会として心より感謝申し上げます。

RIポリオ関連の週報によりますと、残念ながらまだまだ全世界的にはポリオフリーは宣言で

きそうにありません。ロータリー年度とは異なりますが、野生型ポリオの全世界の発症件数は

２０１５年では７４件、２０１６年では３７件と確実に減少しています。２０１７年では、ア

フガニスタンで１４件、パキスタンで８件、合計２２件報告されました。

しかし２０１８年１月１日から５月１２日までに１１件の発症例が報告されました。

また残念なことにワクチン由来型ポリオウイルス（ｖDPV）の発症件数が昨年だけで９６件

とこれまでになく大量に報告されています。紛争国に発症例が多いことから、貧困だけでなく

戦争等と無関係ではないと思われます。ポリオ撲滅には世界平和がなんと言っても欠かせない

条件の一つだと思われます。

ポリオ撲滅は容易でないといわれています。しかし「ポリオプラスは、RIの特別プログラム

であり、ポリオフリーが全世界的に宣言されるまではすべてのプログラムに優先される」とあ

ります。

今後も是非会員皆様の引き続きのご寄付を、よろしくお願い致します。

またガバナー補佐・会長・幹事各位には、お忙しいとは思いますが、ロータリーポリオプラ

スレポートをご覧いただき、クラブ毎のご寄付の実績残高に関心を持って頂きたく、お願い致

します。

１年間ご協力ありがとうございました。

委員長 内山 均 （前橋東）
委 員 橋谷 晋治 （高崎北）
委 員 門倉 正 （前橋北）
担当副幹事 岡田 千代美 （高崎）
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当年度の会員増強目標はガバナーの方針に則り以下のように設定致しました。

会員増強・退会防止の方策

年度末目標 クラブ目標純増１割 地区目標 ２，４００名

各クラブの会員候補ターゲット層（年齢 性別 人脈 若手団体 地域）の再確認

各クラブの会員増強委員長人事の若返り促進

月一回の会員増強会議(若手会員中心)の開催

この目標を達成するために委員会は以下の様な方策で活動を行いました。

（１）会員増強の期末の予測ですが、直近のデーターは５月末の確定数字のみです、期初２０

６３名女子(１３１名)にて始まりましたが５月末２１６１名女子(１５４名)と９８名の増加と

なっております。残り１ヶ月間を推測いたしますと田中ガバナーの強力な指導力のもとに期末

まで増加が予測され期末の退会を勘案しても２１２０名と予測されます。これはほぼ２.３％

upですが全国３４地区でも上位にある進捗率と推測いたします。また女子会員はほぼ２３名

増加とまずまずですが女性不在のクラブは期中５クラブから３クラブとなり女子会員不在クラ

ブゼロまで一段の努力が必要です。

（２）各クラブの増減については５月末の人数ですが増加クラブは３３クラブ変化なしクラブ

は７クラブ、減少クラブは６クラブです、期末までにはまだ変化するとは思います。特筆する

ことは従来大型のクラブの増員が目立ちましたが今期は新田ＲＣの期初１８名が１３名アップ

の３１名（５月現在）に成長した様に地域の広さに関係なく会員の熱意により増員が為された

好例がありました。それに反して会員数の大きな減少があったクラブもありました。各クラブ

共に退会防止には一段の注目をお願いしたい。

（３）本年度の委員会活動は例年の如く２０１７年８月２６日及び２０１８年１月２７日の２

回委員会を開催した。それに先だって各クラブに第一回目はクラブの会員増強目標を中心に第

二回目は退会防止と期末における会員数の予測を問うアンケートを実施して各委員より資料を

基に各分区の状況を検討した。

さらに本年度は田中ガバナーの指導のもとに２０１８年４月２７日に地区の｛地区会員増強

セミナー｝・事前アンケートを実施した、このデーターはかなり細かなものでありこのデー

ターの分析結果の活用は次年度以降の会員増強の為の有力なツールとなるものである。

委員長 安藤 震太郎 （高崎北）
副委員長 竹内 正幸 （太田）
委 員 各ガバナー補佐
担当副幹事 金井 克智 （高崎)
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『女性ネットワーク委員会』は、２０１４～２０１５年度に、女性会員の拡大増強を目的に

発足し、今年度は４年目になります。当初女性会員が１００名を超えるのが目標でした。２０

１５年末１０８名、２０１６年末１２４名、２０１７年末１３６名、４年目の２０１８年５月

末現在１５４名となり、会員数は増加しています。残念ながら女性会員０が３クラブあります。

女性会員０のクラブをなくすことが、今後一番の課題です。

今年度は、女性会員に対するアンケートを実施しました。女性会員１３５名中７１名（５２．

６％）の回答を得ました。結果は

⑴ 入会のきっかけは、圧倒的（９３％）に会員・友人・知人・仕事関係からの勧誘でした。

⑵ 約８割は例会を楽しんでいますが、男性ばかりで馴染めない、忙しいとうの理由で例会を

楽しめない等もありました。例会への参加回数が増えるにつれて、楽しめるようになって

います。

⑶ 良かった点は、８割強が、異業種・幅広い人との交流でした。ロータリーを通して地域社

会と関わっていけること等があります。

⑷ 不満な点は約１／３の方はなしでした。不満として、出席率・会費が高い・男女の区別を

感じる等がありました。入会時のロータリーと違ってきたと感じた人もあります。

⑸ 活動では、２８名３９％が、地域貢献・社会奉仕となっています。その他親睦等となって

います。

⑹ 女性会員を勧誘する際のアドバイスでは、ロータリーの存在、女性が活躍できる場である

ことを理解してもらい勧誘する。女性会員から声をかけてもらうといい等ありました。

この結果を反映していきたいと思います。

その一つとして今年度女性ネットワーク委員会では、まず女性会員同士の親睦を図るため

に、各分区ごとの女子会をしました。ここから女性会員の増強・研修が図れればいいと思

います。

その他女性ネットワーク委員会では、「ロータリーちびっこコンサート」を、２０１８年４

月１日、前橋市生涯学習センターで、群響のファゴット奏者の奈波さんら５人の方にお願いし

て行いました。今回は対象なる幼稚園児が非常に少なかったのが悔やまれます。子供集めの難

しさ・実施時期の問題等課題が残りました。

アドバイザー 疋田 博之 （桐生）
委員長 望月 和子 （前橋）
副委員長 阿部 豊子 （館林東）
委 員 宮嵜 文恵 （前橋中央）
委 員 中澤 洋子 （高崎）
委 員 新野 幸子 （太田中央）
委 員 橋本 文華 （館林）
委 員 塩川 香峰子 （渋川）
担当副幹事 永塚 徹 （高崎）
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□オンツー・トロント

６月２３日から２７日にわたり、カナダのトロントにて開催される「ロータリー国際大会」

に多くの皆様が参加して頂けるようにお手伝いをさせて頂きました。

当初の目標であった６０名登録に及びませんでしたが、最終的に４１名の方々が渡米され、

うち２３名の会員・ご家族をＪＴＢの担当の方とともに地区ツアーという形でサポートさせて

いただきました。

開会式後、現地で行なわれた地区夕食会には３６名のご参加をいただきました。

〈反省点・引き継ぎ事項〉

○ 早期による登録料割引の案内を的確にできませんでした。

以下、ハンブルク大会の特別割引を記しておきます。

・2018年 6月15日 ～ 2019年 12月15日 ＄335 (ｵﾝﾗｲﾝ) ＄345 (郵送/FAX)

・2018年 12月15日 ～ 2019年 3月31日 ＄335 (ｵﾝﾗｲﾝ) ＄345 (郵送/FAX)

・2018年 4月 1日 ～ 2019年 6月27日 ＄495

○ 地区ツアーの早期決定・募集はもちろん、地区夕食会開催にあたり全体での参加者把握

や連絡手段の確立が必要です。

□地域社会への発信

・ 公共イメージ委員会では、２月２３日のロータリークラブ創立記念日に上毛新聞１ページ

使い、各クラブの社会奉仕事業を掲載しました。

・ ３種類の公共イメージ向上を作成・配布、会員の事業所・応接室に掲示、来客への広報を

図りました。

・ 上毛新聞・ぐんま経済新聞における、社会奉仕事業紹介、各クラブ紹介を掲載しました。

〈引き継ぎ事項〉

各種報道機関へ積極的情報提供を引き続きお願い致します。

アドバイザー 福田一良 (前橋西)
委員長 板倉 正和 (渋川)
副委員長 齋藤 清海 (渋川）
委 員 高森 勉 (桐生西）
委 員 大和 祥晃 (伊勢崎中央）
委 員 関口 啓子 (高崎南)
委 員 関口 昇 (館林)
委 員 近内 尚志 (渋川みどり)
担当副幹事 矢嶋 真 (高崎)
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管理運営委員会

管理運営委員会は地区と地区内ロータリークラブの連携を強化し、効果的なクラブ運営に資

する支援を以下の点で行った。

１ RIの定める｢特別月間｣のテーマに沿った助言・情報提供

２．CLP（Club Leadership Plan）の導入・定着の推進のための助言

３．RLI(Rotary leadership Institute)開催への支援

IT委員会

RI・地区・クラブの情報の共有、事務手続きのスピード化・簡素化のために、IT委員会の役

割は益々重要であると考える。当委員会は、ITの効果的な活用を推進し、クラブにおけるIT環

境整備の支援を行った。下記の２事項については、地区研修・協議会において、マニュアルを

配布し、パワーポイントで実践講座を行った。

１．RI会長賞を申請するための前提として、会員の「｢マイ・ロータリー」への登録の推進

と、クラブは「ロータリークラブ・セントラル」に各項目の進捗状況・結果を入力するこ

とを強く勧めた。マイ・ロータリーで提供される情報の活用の奨励。

◎次年度への申し送り事項：上記の登録と入力を徹底する方策を講じてほしい。

２．地区の諸委員会の委員の出欠を登録するための「出欠システム」ソフトの開発・導入。

委員長 宮内 敦夫 （館林）
副委員長 渡邊 常二 （沼田中央）
担当副幹事 林 義行 （高崎）
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当委員会も新設以来３年目に入りましたが、まだまだ各クラブのメンバーの皆様に知られて

いないのが現状であります。学友委員会は（２０１５～２０１６、生方ガバナー）年度に設置

された委員会であり、RIの定義が広がりロータリーの学友には、インターアクト、ローターア

クト、青少年交換、国際親善奨学生、グローバル補助金による奨学生、GSE、職業研修チーム、

RYLA、平和フェロー、米山記念奨学生（日本のみ）を含むすべてのロータリープログラムの

参加者が含まれる様になりました。

本年もまた、学友名簿の作成に取組み、委員はもとより、ガバナー事務所スタッフにも協力を

頂き、昨年より一歩前進した名簿が出来ました。まだ充分な委員会活動も推進できませんが、

各クラブにおきまして、名簿を活用し、学友と交流を深め、会員増強等にご利用頂ければ幸い

に思います。

以上委員会活動報告と致します。

２０１６年 １２月 ３日 第１回ガバナー補佐、委員長会議 高崎ビューホテル

・関係委員会委員長及びガバナー補佐に協力を依頼

２０１７年 ３月１１日～１２日 PETS 会長、幹事セミナー 伊香保福一

・学友委員会活動方針発表

２月２４日 ガバナー事務所スタッフと打合せ ガバナー事務所

４月 ９日 第２回ガバナー補佐、委員長会議 高崎ビューホテル

・学友名簿調査依頼

５月１４日 地区研修・協議会 高崎音楽センター

５月３０日 ガバナー事務所スタッフと打合せ ガバナー事務所

６月 ３日 会員増強セミナー ラシーネ新前橋

７月 ４日 ガバナー事務所スタッフと打合せ ガバナー事務所

８月２５日 第１回学友委員会 ガバナー事務所

１０月２１日 第３回ガバナー補佐、委員長会議 高崎ビューホテル

１０月２７日 第２回学友委員会 ガバナー事務所

１１月１８日 地区指導者育成セミナー 高崎ビューホテル

１１月１９日 地区大会 高崎アリーナ

２０１８年 ４月 ５日 ガバナー事務所スタッフと打合せ ガバナー事務所

６月 ４日 第３回学友委員会 ガバナー事務所

委員長 中繁 基 （館林西）
委 員 塚田 且美 （高崎東）
委 員 星野 薫 （大泉）
担当副幹事 竹山 哲男 （高崎)
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職業奉仕委員会について

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにあ

り、様々な職業と世代が集うロ－タリ－において、クラブに集うメンバ－の『奉仕』への想い

は多様であり、一様ではありません。自分の職業上のスキルを生かした奉仕活動は、個人が行

うものであれ、クラブが行うものであれ、すべて立派な「職業奉仕」の活動として推奨され、

実践されております。職業奉仕にはいろいろな取り組み方があるかとおもいます。

それ故に、多様化した様々な「奉仕の理念とその実践」について大いに語り合い、奉仕活動

の実践に参加すると言う継続した行動が大事です。 社会に奉仕する機会としてロータリアン

各自の職業を高潔なものとする事、多くのロータリアンとの対話を通して、ロータリーの「奉

仕の理念」とその実践についてクラブ内の共通認識を醸成してゆく姿勢が必要です。そして何

より、「奉仕の理念」を語るだけでなく、その実践が大事であることは言うまでもありません。

私たちがロータリアンであるとは、一つの生き方を選択したということだと思います。まさに、

「奉仕の理念」は、職業人であるロータリアンの拠りどころとなる実践的な「人生哲学」かも

しれません。

良き職業人として職業上取得した知見、手法、マネジメント及び判断等々をロータリー活動

で示す事も、職業奉仕活動であり、企業倫理の確立と他の規範となる企業活動はロータリアン

若しくはロ－タリ－の公共イメ－ジのアップに繋がる効果があるのではないでしょうか？

良いイメ－ジは会員増強にも大きな寄与を果たす事になり、志を共にする親しき友人の集い

であるロータリ－の活動及び良き職業人としてのロ－タリアンの良き連鎖が地域社会に変化を

もたらす事にも繋がると・・・・・考えます。

2017-2018年度のＲＩテーマは「ロ－タリ－：変化をもたらす。」であり、地区運営方針

は田中ガバナ－の「ロータリーのある人生を誇りにしよう！」です。 そして、会員増強と公

共イメ－ジのアップを重点項目として掲げております。

本年度の当委員会の目標は

1） ロータリーの心と原点を探り、企業倫理道徳を促し、ロータリアンとして自覚し、心に磨

きをかけ、各自の職業を通した社会、地域貢献を行う。

特に、「公共イメージと認知度の向上」に職業奉仕を強調する

2） 職業奉仕に関する出前卓話への協力。

3） クラブの職業奉仕事業の紹介を行う。

4） ４つのテストの意味を理解した職場倫理を行う。

職業奉仕をより理解していただけるような資料作成等

以上を本年度の方針といたし、５月１４日の地区研修協議会で説明させていただきました。

今年度も、前年度委員会からの引継ぎ資料(アンケ-ト結果)の整理を行い、活発な活動を心が

けてまいりましたが、意に沿うような活動とならず、時を経てしまいました。

委員長 横田 貞一 （高崎北）
委 員 宮田 輝 （前橋北）
委 員 松永 文彦 （伊勢崎中央）
委 員 渋澤 勉 （館林）
担当副幹事 市川 誠二 （高崎）
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奉仕部門の一つであります、地域社会奉仕委員会といたしましては、国際奉仕委員会、職業

奉仕委員会の三委員会の協力により各ロータリークラブが地域に根ざした奉仕活動を継続で

行っている事業があると思います、それが地域に受け入れられ長く継続していただけると思い

ます。

又そのような中から新しい奉仕事業を計画し実施していただきたいと思います。

そのような事業が地区補助金事業だと思い協力をおこなってまいりました。

地区と各クラブとの情報交換のパイプ役といたしましては密接な関係を築いてまいりました。

最後に田中久夫ガバナーの年間活動の支援を行ってまいりました。

以上一年間ありがとうございました。

委員長 堀口 正孝 （安中） 委 員 川島 勝 （館林東）
委 員 島村 博 （渋川みどり） 委 員 山口 昌彦 （藤岡）
担 当 岡田 千代美 （高崎）

国際奉仕委員会 活動報告

イアンHＳ.ライズリーＲⅠ会長は、「ロータリー：変化をもたらす」と提唱しました。
ロータリー自体、ロータリアン自身が時代の要請に従って変化し、奉仕を通じて人々の人生に
良い変化をもたらすことができると信じていると強いメッセージを投げかけられました。

それを受けて、田中ガバナーは地区スローガンを「ロータリーのある人生を誇りにしよう」
ということで、ロータリーに集う仲間を増やし、一緒に地域社会に意義ある奉仕活動を行うこ
とによって、ロータリーの素晴らしさを発信していくという一連のサイクル（会員増強、奉仕
の実践、公共イメージの向上）の充実を目指されました。

国際奉仕は、書物などを読むことや通信を通じて、さらには他国の人々を助けることを目的
とした活動やプロジェクトに協力することです。
国際プロジェクトとして災害救援や復興、ロータリー友情交換（ＲＦＥ），同じ趣味や関心ご
と、職業を持つ世界ネットワーク活動グループ（ＧＮＧ）、世界社会奉仕プロジェクト（ｗⅭ
Ｓ）の情報を収集し研究した。

新世代委員会のインターアクト、青少年交換委員会等々との連携を図り、若い世代の国際奉
仕の意識高揚を図ってまいりました。
委員会として、２０１７年５月１４日 群馬音楽センターにて委員会方針を発表する。

一年を通じて、田中ガバナー、広瀬地区幹事、大草担当副幹事また、委員の皆様大変お世話
になりました。

委員長 森 末廣 （桐生） 委 員 茶野 栄一 （前橋東）
委 員 桑原 志郎 （桐生） 委 員 豊泉 清 （高崎東）
担当副幹事 大草 良広 （高崎）
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田中ガバナー年度の青少年交換委員会では、下記の事業を実施しました。

7月29日 2017-18年度長期派遣学生壮行会

8月26日 2016-17年度派遣学生帰朝報告会
2017-18年度長期受入学生歓迎会
第１回受入学生・ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ・ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ／学校懇談会

9月23日 派遣学生選考会

10月7日 受入学生県内移動オリエンテーション

10月15日 第１回派遣候補生オリエンテーション

11月26日 第２回派遣候補生オリエンテーション
第３回受入学生オリエンテーション／ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ情報交換会

12月7日 青少年交換会談（RID5100チャック伊藤委員長との会談）

12月16日 クリスマス会／第３回派遣候補生オリエンテーション

1月27日 第4回派遣候補生オリエンテーション

2月10日～11日 受入学生・派遣候補生合同宿泊オリエンテーション

2月25日 ROTEX企画・第2550地区（栃木）合同オリエンテーション

3月18日～21日 受入学生関西方面研修旅行（第2560地区（新潟）と合同実施）

4月8日 第１回ホストクラブオリエンテーション
第６回派遣候補生オリエンテーション

5月11日～13日 日本青少年交換研究会千葉大会（第2560地区（新潟）と合同参加）

6月10日 第２回ホストクラブオリエンテーション
第８回派遣候補生オリエンテーション

6月17日 2017-18年度長期受入学生歓送会

委員長 原 敬 （伊勢崎） アドバイザー 関根 俊夫 （安中）
委 員 宇田川 利明 （前橋西） 委 員 馬場 誠 （前橋東）
委 員 服部 忠夫 （伊勢崎中央） 委 員 吉井 宏文 （高崎）
委 員 井上 智太 （高崎北） 委 員 石川 長司 （館林）
委 員 平井 克明 （沼田中央） 委 員 小林 京子 （富岡）
委 員 横尾 眞喜 （富岡中央） 担当副幹事 三村 治 （高崎）
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１．受入学生への支援

短期交換で３名、長期交換で４名の学生をアメリカから受け入れしました。

ホストクラブ、カウンセラー、ホストファミリー、友人・学校関係者等のご支援により、学

生は日本で多くの貴重な経験が出来たと思います。地区委員会としても、学生向けの行事を計

９回実施しました。３月には３泊４日で関西方面研修旅行を実行しました。初めての試みとし

て、第２５６０地区（新潟）と合同で実施しました。両地区のインバウンド同士が友情を築い

たのはもちろんですが、行き先の地区委員長にご協力をいただき、第２６５０地区（京都･福

井･滋賀･奈良）と第２６６０地区（大阪府北部地域）のインバウンド学生と会う機会を設け、

互いに交流と友情を交わすことが出来ました。

２．派遣候補生の選考とオリエンテーション

次年度の派遣学生を募集し、長期交換で４名の学生を選考しました。

派遣候補生に対し、交換留学に向けたオリエンテーションを計８回実施しました。このオリ

エンテーションにも力を入れるとともに、効果的な方法を模索しました。

２月には１泊２日でオリエンテーションを行いました。これまで数回に分けて行っていたオリ

エンテーションの内容をまとめ、さらにインバウンド学生も参加させることにより、早くから

同世代の外国人と交流を持たせ、交換留学への備えをさせる意図でした。

５月には日本青少年交換研究会千葉会議に参加させました。他地区の次年度派遣学生と出会っ

て情報交換したり、同士の存在を知って心の支えのひとつにしたり、積極性がより必要なこと

を実感してもらうこと等が目的でした。８月には渡米しますが、オリエンテーションで学んだ

ことを活かして、親善大使として一年間頑張ってきてほしいと思っています。

３．結び

青少年交換プログラムでは、学生だけではなく、関わる私達も多くの得難い経験をするこ

とができます。日本にいながら異文化や外国人の考え方に接することができるとともに、学生

の挑戦する気持ちや成長した姿を見て、多くの感動を得ることができます。

今後とも、青少年交換事業の意義に更なるご理解を賜り、より一層のご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。

田中ガバナーをはじめ地区役員の皆様、ホストクラブ関係者の皆様、ホストファミリーの

皆様、委員会・担当地区副幹事・ROTEXの皆様、プログラムと事業をご支援いただいた全て

の皆様に感謝を申し上げ、事業報告とさせていただきます。
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2017-2018年度 長期派遣学生

派遣学生氏名 飯塚 もも子 熊木 玲菜 柴﨑 葵衣 町田 祐里奈

派遣時年齢・性別 16才・女性 17才・女性 16才・女性 16才・女性

学 校 埼玉県立本庄高等学校 新島学園高等学校 四ツ葉学園中等教育学校 四ツ葉学園中等教育学校

スポンサークラブ 藤岡北ＲＣ 安中ＲＣ 桐生ＲＣ 伊勢崎ＲＣ

派遣地区 RID 5960（ミネソタ） RID 5890（テキサス） RID 5100（オレゴン） RID 5910（テキサス）

交換学生 Mae Cailin HOVLAND Sonja Marie KOZUCH Everett Michael BISHOP Julie Marie Munsch

2017-2018年度 短期派遣学生

派遣学生氏名 吉田 侑未 木村 泰史

派遣時年齢・性別 15才・女性 16才・男性

学 校 四ツ葉学園中等教育学校 樹徳高等学校

スポンサークラブ 前橋北ＲＣ 桐生ＲＣ

派遣地区 RID 5910（テキサス） RID 5100（オレゴン）

交換学生 Savannah Grace Litton MARTIN Ada Sophia

2017-2018年度 長期受入学生

メイ サーニャ エヴァン ジュリー

受入学生NAME Mae Cailin HOVLAND Sonja Marie KOZUCH Everett Michael BISHOP Julie Marie Munsch

来日時年齢・性別 18才・女性 17才・女性 16才・男性 15才・女性

出身地区 RID 5960（ミネソタ） RID 5890（テキサス） RID 5100（オレゴン） RID 5910（テキサス）

ホストクラブ 藤岡北ＲＣ 安中ＲＣ 桐生ＲＣ 伊勢崎ＲＣ

受入学校 埼玉県立本庄高等学校 新島学園高等学校 四ツ葉学園中等教育学校 四ツ葉学園中等教育学校

交換学生 飯塚 もも子 熊木 玲菜 柴﨑 葵衣 町田 祐里奈

2017-2018年度 短期受入学生

サバンナ エイダ ローレン

受入学生NAME Savannah Grace Litton MARTIN Ada Sophia Lauren Erica Hegemann

来日時年齢・性別 16才・女性 16才・女性 17才・女性

出身地区 RID 5910（テキサス） RID 5100（オレゴン） RID 5100（オレゴン）

ホストクラブ 前橋北ＲＣ 桐生ＲＣ 桐生ＲＣ

受入学校 四ツ葉学園中等教育学校 樹徳高等学校 四ツ葉学園中等教育学校

交換学生 吉田 侑未 木村 泰史 （ワンウェイ）
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2018-2019年度 長期派遣候補学生

派遣候補学生氏名 岸 花音 辻 優香 田谷野胡桃 大嶋 章仁

年齢・性別 16才・女性 17才・女性 15才・女性 16才・男性

学 校 共愛学園高等学校 共愛学園高等学校 四ツ葉学園中等教育学校 新島学園高等学校

スポンサークラブ 前橋東ＲＣ 伊勢崎ＲＣ 伊勢崎中央ＲＣ 安中ＲＣ

派遣地区 RID 5630（ネブラスカ） RID 5960（ミネソタ） RID 5890（テキサス） RID 5100（オレゴン）

交換学生 Lily Katherine Black Luke christopher HAHN
James Alexander David 

EDEN
Ian Chase KIRSCHNER

2018-2019年度 長期受入予定学生

リリー ルーク ジェームス イアン

受入予定学生NAME Lily Katherine Black Luke christopher HAHN
James Alexander David 

EDEN
Ian Chase KIRSCHNER

年齢・性別 16才・女性 18才・男性 18才・男性 16才・男性

出身地区 RID 5630（ネブラスカ） RID 5960（ミネソタ） RID 5890（テキサス） RID 5100（オレゴン）

ホストクラブ 前橋東ＲＣ 伊勢崎ＲＣ 伊勢崎中央ＲＣ 安中ＲＣ

受入学校 共愛学園高等学校 共愛学園高等学校 四ツ葉学園中等教育学校 新島学園高等学校

交換学生 岸 花音 辻 優香 田谷野胡桃 大嶋 章仁
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2017年7月29日 壮行会

青少年交換委員会

交換学生達との活動の記録

8月26日 歓迎会＆帰朝報告会 ① 歓迎会＆帰朝報告会 ②

移動オリエンテーション ②

12月16日 クリスマス会11月19日 地区大会参加

10月7日 移動オリエンテーション ①
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2月25日 ROTEX企画オリエンテーション

3月18~21日 関西研修旅行 ③ 5月11~13日 日本青少年交換研究会千葉会議

6月17日 歓送会・修了式5月20日 足尾銅山植樹参加

2018年2月10~11日 安中ミーティング

3月18~21日 関西研修旅行 ① 3月18~21日 関西研修旅行 ②
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１．インターアクト・顧問教師・ロータリアン合同会議

日 時：２０１７年７月８日（土）１１：３０～１５：３０
場 所：太田ナウリゾートホテル
参加者：インターアクター４４名（１５校）・顧問教師２４名（１５校）・地区役員７名

ロータリアン35名（１５校） 計１１０名
内 容：（１）開会行事 （２）各校インターアクトクラブ現況報告

（３）情報・意見交換会

２．インターアクト年次大会

日 時：２０１７年７月２２日（土） ８：３０～１６：００
場 所：太田市社会教育総合センター
参加者：インターアクター１３０名（１６校）・顧問教師２４名（１６校）・来賓講師２３名

地区役員他１４名・ロータリアン４４名・新田ＲＣ支援者、ＲＡＣ１９名
計２５４名

大会テーマ『温故知新』～日本の文化と礼儀作法（マナー）を学ぼう～
内 容：（１）開会行事 ガバナー式辞・来賓祝辞

（２)基調講演『日本の挨拶 お辞儀とことばの美しさ』 久保田桂子氏
（３）分科会（４分科会） ①茶道 ②浴衣着付け ③コサージュ作り ④そば打ち

３．インターアクト国際交流事業

★台湾研修
日 時：２０１８年３月２９日（木）～４月１日（日）３泊４日
訪問先：台湾三重高級中學校
参加者：生徒２２名・ロータリアン４名・顧問教師１名・新田ＲＣ事務局１名 計２８名
目 的：国際交流事業を通して、若者に異文化に対する受容性を養う
内 容：台湾インターアクターの一泊ホームステイを含んだ相互交流

★台湾学生受入事業（従来合同事業でしたが、今年度より新潟地区と分担することで合意）
日 時：２０１８年４月２０日（金）～２１日（土） １泊２日
参加者：三重高級中學校生徒 ２５名・学校関係者４名

三重中央ロータリークラブ７名 計３６名
内 容：新田暁高等学校にて『歓迎セレモニー』を実施後、台湾生徒はホームステイへ

翌日伊勢崎プリオパレスにて『さよならパーティー』開催
参加者：台湾生徒、学校関係者、三重中央ＲＣ、日本生徒、

ホストファミリー、地区関係者、ロータリアン、他 計１１６名

委員長 稲田 信昌 （新田）
委 員 田嶋 宏樹 （前橋南）
委 員 竹部 弘昭 （太田）
担当副幹事 佐藤 健司 （高崎）
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ローターアクト委員会は、地区内ローターアクトクラブの活性及び活発な活動のために、松

崎 真祐地区代表とともに、年度目標達成のため活動をしてきました。以下、ローターアクト

主要行事になります。

委員長 岸 慈音 （伊勢崎）
委 員 堤 謙治 （高崎北）
委 員 橋本 力 （伊勢崎中央）
担当副幹事 富山 俊吾 （高崎）

17.07.08 第１回会長幹事会議（各RAC会長幹事が集まり、地区行事等の決議を行います）

17.09.16 第１ゾーン会議（大宮ソニックシティー）

17.10.07 第２回会長幹事会議

17.10.28 ＲＹＬＡ研修会参加

17.11.11 北関東３県合同行事（伊勢崎絣の郷）

17.11.19 ロータリー地区大会参加

17.12.09 第3回会長幹事会議及び忘年会

18.02.03 第18回地区年次大会（伊勢崎プリオパレス）

18.03.11 地区研修会

18.03.17 全国ローターアクト研修会（茨城）

18.03.24 新潟・群馬合同行事（榛名神社・伊香保・天坊）

18.04.14 第４回会長幹事会議

18.05.08 安中ロータリークラブ 出前卓話

18.05.19 地区レクリエーション（チャリティースポーツレクリエーション）

18.05.26 第5回会長幹事会議

18.06.09 関東ブロック研修会（東京）

18.06.30 地区指導者研修会・納会
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【所感】

委員長として様々なローターアクト行事に参加させていただきました。１８歳～３０歳まで

の青年が企画・運営した行事は、若いゆえの荒々しさがあるものの、最終的に笑顔を生み出す

活動でした。年次大会は１８０名の参加者が地区内外から集い、盛大に行うことができました。

ローターアクターが一生懸命活動している姿を目の当たりにして、感動をおぼえました。会員

数では、３０歳で卒業するという規定上、年々減少をしています。次年度はローターアクトク

ラブが、どんな目的をもって、どんな活動をしているのかを広報して、会員増強を推進したい

と思います。

ローターアクトクラブは、青年が奉仕を学び、実践し、活動を通じ出会いがあり、未来の

リーダーや将来のロータリアンを育む素晴らしいプログラムです。このプログラムにたくさん

の人々が関わってくれることを願い、活動報告とさせていただきます。
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国際ロータリー第2840地区 2017―2018年度RYLA委員会にあたり、委員長を勤めること

になり、RYLAとは？から始めました。RYLAとはロータリー青少年指導者養成プログラムの訳

で若者達に研修などを通してリーダーシップなどを学ぶプログラムです。そこで、RYLAの歴

史から調べ、どういった活動をしているのか、また地区で行ったRYLA研修セミナーなどの資

料を集められるだけ集め、RYLAに付いて調べました。そこから、クラブ内で実行委員会を立

ち上げ、実行委員長に安中ロータリークラブの三好建正君にお願いし、15名のメンバーで構

成され約一年半の期間に何度も会議を重ねました。そのいくども重ねた会議の成果もあり、

徐々にRYLA研修セミナーが形になりました。

2017年10月28日（土）・29日（日）の二日間に渡りテーマを「神秘的な妙義山の麓で、自

然を感じ・考え・そして歩こう」を掲げ、会場として妙義グリーンホテル様にご協力を頂き開

催のはこびとなりました。

またＲＹＬＡ研修セミナーの内容としまして、初日は開講式から始まり、オリエンテーショ

ンそして全体写真を撮ってから、基調講演を行いました。基調講演では、群馬経済研究所から

松下均氏をお招きし、テーマを「群馬県の観光を通して考える地方創世」と題しまして約一時

間半お話しを頂きました。その後、８グループに分かれ、お題を「安中市の地方創世」と題し

まして、グループディスカッションを行いました。

また、夕食後には、レクリエーションとしまして、デューク更家氏のお弟子さんの築カレン

氏をお招きし、テーマを「社会人としての美しい歩き方」と題しましてウォーキングを行いま

した。

二日目には、ラジオ体操から始まる予定でしたが当日は台風の影響もあり外での体操もでき

ず、また室内も会場の事情もありラジオ体操は中止になるハプニングもありましたが、そのお

陰でゆっくり朝食をとる事ができました。朝食後は、前日と同じ８グループに分かれ前日話し

合った、最終打ち合わせの時間をとり、午前９時より、いよいよ、二日間の成果のまとめとし

まして、グループごとの発表を行いました。最後に閉講式を行い二日間に渡って行われた研修

セミナーを無事終了する事が出来ました。

今回のこの研修セミナーにあたり、参加して頂いた受講生皆さんが真剣に課題に取り組み活

発な意見交換をしながら、最後にはグループごとに思考をこらした発表をしてくれました。ま

た今回の研修で友情の輪も広がりまた深まったのではないかと思っております。

最後に、参加して頂いた受講生は勿論、各地より参加して頂いたロータリアンの皆様、ホス

トクラブとしてお手伝い頂いた安中ロータリークラブの皆さん、そして、何度も会議を重ね準

備から当日のスタッフまで全ての段取りをして頂いた実行委員会の皆さん、今回の研修セミ

ナーに関わった全ての皆様に感謝の気持ちを込めまして活動報告とさせて頂きます。

委員長 三澤 俊之 （安中）
委 員 大河原 吉明 （高崎）
委 員 古市 和男 （藤岡南）
担当副幹事 永塚 徹 （高崎）
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米山記念奨学委員会の活動は４月から新奨学生・世話クラブ・カウンセラーが一新する

特異な委員会ですが、以下ロータリー年度に沿った活動報告をさせていただきます。

まず２０１７年８月、指定校説明会を開催しました。地区内選考された１１大学の教授、担

当者に米山記念奨学事業の説明と、我々が求めている留学生をご理解いただき、定員枠内の留

学生の推薦をお願いします。

９月に米山カウンセラー研修会を開き、カウンセラー２名による体験発表とカウンセラーの

重要性について全員参加型の意見交換により、今後参考になる良い事例が沢山出されました。

同日、米山研修セミナーを開き、地区役員、クラブ会長、会長エレクト、幹事、米山委員長に

お集まりいただき、当米山奨学事業を詳細にご説明し、寄付金のお願いと次年度の世話クラブ

への立候補をお願いしました。

１１月地区大会に於いて、米山奨学生と米山学友が民族衣装で集まり寄付金活動し１４４，

５４９円の寄付が集まり、地区として米山本部へ寄付しました。ご寄付いただいた皆様ありが

とうございました。

１２月に奨学生面接官オリエンテーションを行い１２名の面接官が約1ヶ月かけて大学から

推薦されてきた留学生の資料、小論文等を書類審査しました。

１月に米山新規奨学生選考会が行われ面接官１２名が３グループに分かれ１グループ約１０

名を面接し、事前の書類審査と合わせ３１名から１７名を選出する大変責任の重い一日です。

２月に米山奨学生修了式・歓送会を開きました。１年または２年お世話して下さったカウン

セラー、そして立派に成長してくれた奨学生、お互いの別れを惜しむ感動的なシーンに遭遇し

ます。

４月にカウンセラーセミナーが行われ１７名の新カウンセラーに対し、米山事業とカウンセ

ラーの務めをご理解いただき、同日、新奨学生と大学のゼミ担当教員も交え３者が初対面の緊

張の中、ロータリー精神、米山の意義、それぞれの心構え等、セミナーを進めるうちに緊張も

打ち解け、良い雰囲気に包まれていきました。

５月の地区研修・協議会では次年度米山委員長に対し米山記念奨学事業と地区内奨学生の様

子等ご理解いただきました。

これら以外にも、米山学友会が主催する忘年会（１２月）、総会（６月）がありました。

忙しい中にも変化に富んだ楽しい一年でした。一年間お付き合いいただいた地区役員の皆様

を始め、高木米山記念奨学会理事、竹内同評議員、委員会メンバー、神宮副幹事、ガバナー事

務局員の皆様には大変お世話になり感謝申し上げます。

アドバイザー 高木 貞一郎 （館林） 委員長 齋藤 勝也 （富岡かぶら）
委 員 星野 大輔 （前橋） 委 員 板橋 一博 （太田）
委 員 黒岩 千春 （前橋西） 委 員 関井 宏一 （館林）
委 員 大友 一之 （桐生） 委 員 高橋 昭紀 （沼田中央）
委 員 多部田 敬三 （伊勢崎） 委 員 深井 正毅 （藤岡北）
委 員 田島 義文 （伊勢崎中央） 担当副幹事 神宮 嘉一 （高崎）
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開催日 ： 2018年05月12日(土)
場 所 ： ホテル アミューズ富岡
報告者 ： 創立１５周年記念式典実行委員長 佐藤 豊

富岡かぶらロータリークラブ創立１５周年記念式典に富

岡市長、田中ガバナーをはじめ、第６分区の皆様にご参加

いただきまして有難うございました。

記念事業の繭時計設置も無事完了、子ども育成（じゃが

いも、落花生の種植から収穫体験、ジュニアゴルフアカデ

ミー）を継続事業、そして、国際奉仕もインドネシアの貯

水槽の建設寄贈を継続していきます。２８４０地区で一番

若いクラブですので諸先輩方クラブを手本とさせて頂き２

０周年に向けて努力してゆきます。
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開催日 ： 2018年05月19日(土)
場 所 ： 桐生市新里総合グランド
報告者 ： 桐生赤城RC 野球部 草処 晋一

伊勢崎中央ＲＣ ９―１ 高崎ＲＣ

前年９月に予選が行われ、のびのびとなっていた

決勝戦が５月１９日桐生市新里総合グランドにて行

われた。当日は前日からの雨で開催も危ぶまれたが、

ホストクラブ桐生赤城ロータリークラブの野球部を

中心とした部員で朝からグランド整備を行い、１０

時試合開始。

全国大会の経験のある伊勢崎中央有利の予想の中、

高崎も投手の好投により４回まで２点のリードで踏

ん張りを見せたが、その後伊勢崎中央の打線と守備

陣の乱れで大量点を献上。

大会既定の制限時間で伊勢崎中央の連覇となった。

次年度は前橋東ロータリークラブがホストクラブと

なり群馬県内各ロータリークラブが集まり９月に予

選が行われる。
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開催日 ： 2018年06月03日(日)
場 所 ： 白衣大観音慈眼院境内「一路堂」
報告者 ： 高崎北RC 井上 智太

第35回「RID2840茶の湯倶楽部研修会」が、6月3日(日)、高崎市石原町にある白衣大観音
慈眼院境内にある「一路堂」で田中久夫ガバナーご夫妻にお出まし戴き開催されました。

こちらのお寺は、次年度第3分区ガバナー補佐の橋爪良真ご住職(高崎セントラルRC)のお寺
で「一路堂」は、普段お嬢様の真理子さんがカフェをされている木々の緑にかこまれた静かな
場所です。参加者は、各地のロータリアンとそのご家族の皆様30名でした。

お茶会は、まず森田均パストガバナーに「雪月花」についてのワンポイント講話を戴き、続
いて鈴木洋二会員(高崎北RC)の茶の湯にまつわる落語のお話を戴き、参加者一同の笑顔があふ
れ和やかな雰囲気になりました。

その後、山田由紀子会員(高崎RC)のお点前により皆様が一服のお茶を楽しみました。山田会
員は、オペラ歌手としてご活躍ですが、舞台の上とはまた違うしっとりとしたお点前を披露さ
れました。後見として、山田会員の師匠でもあります近藤日出夫会員(前橋東RC)に控えて戴き、
点てたお茶をガバナーご夫妻へお届けしました。

今回の床には、京都大徳寺の小林太玄和尚による「一」の文字の掛軸を飾りました。こちら
は田中ガバナーの提唱する「We are one」（私達は一つ）より戴きました。またお菓子は
「慈眼」の銘のついている観音様のお顔をかたどった和菓子を用いました。

お水屋からは、鈴木洋二会員奥様とお弟子さんにお茶を点てて戴き、お運びは梅山哲会員(高
崎北RC直前会長)にお願いをして皆様にお茶を召し上がって戴く事が出来ました。

お茶会の後は、橋爪真理子さんによる手作りの精進弁当を召し上がって戴き、参加者の皆様
は、深まりゆく緑の中で時間のたつのも忘れ語らい、ゆったりとした水無月の一日を過ごしま
した。

この度の「茶の湯研修会」におきましては、森田均パストガバナー、井上芙美子幹事(前橋中
央RC)には大変お世話になりました。この場をお借りして心より御礼申し上げます。
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梅雨の晴れ間の土曜日、大勢の学友、奨学生が高崎に集い、米山学友会の総会が開催されま

した。新年度の活動計画では積極的なボランティアや交流事業が盛り込まれ、中でも第２５５

０地区（栃木）との尾瀬合同研修といった目玉事業もあり、地域を超えた学友会の飛躍が期待

されます。

総会後の懇親会では、先輩奨学生である学友が、就職活動に追われる現役奨学生たちの悩み

相談を受けたり、また社会人としての心構えを後輩たちに伝えたりと、世代を超えた交流も各

所で見られ、大変実りある懇親会となりました。

なお総会に先立ち開催された指定校選考会議では、学校や推薦の数などの割り当ても決定し、

2019学年度に向けた第一歩がスタートしたこともあわせてご報告させていただきます。

開催日 ： 2018年06月09日(土)
場 所 ： ホテル メトロポリタン高崎
報告者 ： 担当副幹事 神宮 嘉一
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去る6月15日（金）に、2回目の2017-2018年度「第三分区女性会員の集い」が、田中ガバ

ナー・広瀬地区幹事・望月女性ネットワーク委員長をお迎えして、ホワイトインの「スラッ

シュカフェ」にて行われました。2回目の今回は、懇親会の前にミニセミナーを企画し、高崎

RCの中村ひろみ会員から「学校では教えてくれない片付けのイロハ」と題した講演をしてい

ただき、参加者全員「うん、うん」と頷きながら聞き込んでいました。その後、「スラッシュ

カフェ」さんの、ヘルシーなお料理をいただきながら、参加者15名で楽しいひとときを過ご

しました。今年度の「女子会」は今回で最後ですが、来年度も引き続き実施して行こうと意見

も出されました。また、田中ガバナーからは、「女子会」は正式な「女性ネットワーク委員会

分科会」としてメイクの対象にすると発表があり、来年度以降の「女性ネットワーク委員会」

の活動も更に活発化することとなるでしょう。

開催日 ： 2018年06月15日(金)
場 所 ： ホワイトイン 1F 「スラッシュカフェ」
報告者 ： 担当副幹事 永塚 徹
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６月１６日（土）、エテルナ高崎 ヴェルデの間において、田中ガバナー年度での最終のガ

バナー諮問委員会が開催されました。田中ガバナー年度を振り返り、宮内ガバナー年度に向け

た、今後の２８４０地区の方向性に関する重要な諮問委員会となりました。

【ガバナー挨拶】 ガバナー 田中 久夫

【報告事項】

２０１７－２０１８年度 主要行事報告

地区会員数報告（過去１５年 月別推移）

２０１７－２０１８年度地区会計収支報告（仮決算・３月末）

その他

【諮問事項】

１. ２０１８－２０１９年度（宮内年度）運営方針の件

２. 公式訪問について

３. 地区大会（宮内年度）について

４. その他

開催日 ： 2018年06月16日(土)
場 所 ： エテルナ高崎 ヴェルデの間

１．

２．

３．

４．
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開催日 ： 2018年06月24日～27日
場 所 ： カナダ トロント エアカナダセンター
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RI日本事務局が全国のクラブから収集し集約した「姉妹・友好クラブ」一覧のうち、当地

区に所属するクラブだけを抜き出して掲載します。

さまざまな活動に地区外クラブの協力が必要なときにご活用ください。

2840 高崎東RC 友好 頸北RC ケイホク 2560 日本

2840 高崎東RC 友好 釜石東RC カマイシヒガシ 2520 日本

2840 藤岡北RC 姉妹 東平澤RC ヒガシヘイタク 3750 韓国

2840 桐生南RC 友好 村上RC ムラカミ 2560 日本

2840 桐生南RC 姉妹 新泰RC シンタイ 3490 台湾

2840 藤岡ＲＣ 友好 羽咋RC ハクイ 2610 日本

2840 前橋東RC 友好 雪国魚沼RC ユキグニウオヌマ 2560 日本

2840 前橋東RC 友好 柏崎RC カシワザキ 2560 日本

2840 前橋東RC 姉妹 東大田RC トンテジョン 3680 韓国

2840 太田中央RC 友好 新潟中央RC ニイガタチュウオウ 2560 日本

2840 桐生西RC 姉妹 釜山新西面RC プサンセソウミョン 3661 韓国

2840 桐生西RC 姉妹 Mandaluyong RC マンダルオン 3800 フィリピン

2840 桐生西RC 姉妹 Singapore West RC シンガポールウエスト 3310 シンガポール

2840 桐生西RC 友好 栃尾RC トチオ 2560 日本

2840 伊勢崎東RC 姉妹 Metro San Pedro メトロ サン ペドロ 3820 フィリピン

2840 沼田RC 友好 新発田RC シバタ 2560 日本

2840 館林東RC 友好 高田東RC タカダヒガシ 2560 日本

2840 館林東RC 友好 足利わたらせRC アシカガワタラセ 2550 日本

2840 前橋RC 友好 水戸RC ミト 2820 日本

2840 前橋RC 友好 新潟RC ニイガタ 2560 日本

2840 新田RC 姉妹 福井南RC フクイミナミ 2650 日本

2840 新田RC 友好 北斗RC ホクト 3460 台湾

2840 前橋中央RC 姉妹 潭子RC タンツー 3460 台湾

2840 前橋中央RC 友好 富山みらいRC トヤマミライ 2610 日本

2840 前橋北RC 友好 新潟北RC ニイガタキタ 2560 日本

2840 前橋北RC 友好 相馬RC ソウマ 2530 日本

2840 高崎南RC 姉妹 バトルクリークRC バトルクリーク 5360 アメリカ

2840 高崎南RC 友好 台北西北RC タイペイセイホク 3480 中華民国
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2840 高崎南RC 友好 新潟南RC ニイガタミナミ 2560 日本

2840 高崎南RC 友好 能美RC ノミ 2610 日本

2840 大泉RC 姉妹 西馬山RC ニシマサン 3722 韓国

2840 大泉RC 姉妹 MANILA 101 RC マニラ 101 3810 フィリピン

2840 大泉RC 姉妹 Manila Premier RC マニラ プレミア 3810 フィリピン

2840 前橋南RC 友好 いわき平中央RC イワキタイラチュウオウ 2530 日本

2840 前橋西RC 友好 OLATHE RC オレサ 5710 アメリカ

2840 前橋西RC 友好 富山西 RC トヤマニシ 2610 日本

2840 太田RC 姉妹 ニュー大田RC ニューテジョン 3680 韓国

2840 草津RC 姉妹 葉山RC ハヤマ 2780 日本

2840 草津RC 姉妹 軽井沢RC カルイザワ 2600 日本

2840 草津RC 姉妹 台湾礁渓RC タイワンジャオシー 3490 台湾

2840 草津RC 姉妹 釜山乙淑島RC プサンウルスット 3660 韓国

2840 草津RC 友好 須賀川ぱたんRC スカガワボタン 2530 日本

2840 太田南RC 姉妹 東湖RC トウコ 3640 韓国

2840 館林西RC 友好 見附RC ミツケ 2560 日本

2840 館林RC 姉妹 CEBU PORT CENTER RC セブ ポート センター 3860 フィリピン

2840 伊勢崎RC 姉妹 San Francisco Del Monte RC サンフランシスコ・デル・モンテ 3780 フィリピン

2840 桐生赤城RC 友好 上田六文銭RC ウエダロクモンセン 2560 日本

2840 桐生赤城RC 友好 水営RC スイヨン 3600 韓国

2840 桐生赤城RC 友好 Metro Lipa RC メトロリパ 3820 フィリピン

2840 高崎RC 姉妹 金沢百万石RC カナザワヒャクマンゴク 2610 日本

2840 高崎RC 姉妹 Surfers Paradise RC サーファーズパラダイス 9640 オーストラリア

2840 富岡中央RC 姉妹 CIRCUIT MAKATI RC サーキット・マカティ 3830 フィリピン

2840 富岡RC 友好 岡谷RC オカヤ 2600 日本

2840 富岡RC 友好 深谷RC フカヤ 2570 日本

2840 安中RC 友好 新発田中央RC シバタチュウオウ 2560 日本

2840 高崎シンフォニーRC 友好 神戸東灘RC コウベヒガシナダ 2680 日本

2840 桐生RC 姉妹 龍山RC ヨンサン 3650 韓国

2840 桐生RC 姉妹 シンガポール西RC シンガポールニシ 3310 シンガポール共和国

2840 桐生RC 姉妹 モアRC モア 330 マレーシア

2018/5/25作成
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1. 木曜日発行の弊紙にて、国際ロータリー第２８４０地区４６クラブのクラブ紹介を毎週１
クラブずつ行う

2. 記載項目は、
• クラブ紹介（クラブの特徴やトピックス）
• 会長挨拶
• クラブ概要（会長・幹事名、事務局所在地、例会情報など）
上記項目を合計６００字程度で記述

3. 会長顔写真を掲載

4. フォーマット案は以下の通り

RID2840クラブ紹介について
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5/17 掲載 ＜前橋西ロータリークラブ＞

5/24 掲載 ＜前橋東ロータリークラブ＞
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5/31 掲載 ＜前橋北ロータリークラブ＞

6/7 掲載 ＜前橋南ロータリークラブ＞
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6/14 掲載 ＜前橋中央ロータリークラブ＞
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年

度

初

月

初

月

末

増

減

女

性

前橋 4 69.03 118 120 121 1 11

前橋西 3 76.56 58 61 61 0 6

前橋東 3 73.87 51 51 51 0 5

前橋北 4 90.41 70 73 73 0 2

前橋南 3 88.41 40 44 45 1 2

前橋中央 4 73.81 27 27 26 -1 7

合計 78.68 364 376 377 1 33

桐生 4 77.88 63 66 66 0 7

桐生南 5 75.00 24 24 24 0 2

桐生西 3 90.26 59 62 62 0 8

桐生中央 4 50.00 21 21 21 0 2

桐生赤城 4 85.07 42 45 45 0 9

合計 75.64 209 218 218 0 28

伊勢崎 4 91.65 88 88 88 0 3

群馬境 4 80.00 22 26 26 0 1

伊勢崎中央 4 84.23 84 87 86 -1 6

伊勢崎南 4 72.66 30 32 32 0 1

伊勢崎東 3 90.63 32 32 32 0 1

合計 83.71 256 265 264 -1 12

高崎 3 84.25 118 127 131 4 13

高崎南 4 72.97 68 74 74 0 8

高崎北 4 80.00 66 67 72 5 0

高崎東 4 74.81 40 44 44 0 3

高崎シンフォニー 3 74.42 41 43 43 0 4

高崎セントラル 4 100.00 34 36 36 0 0

合計 81.08 367 391 400 9 28

第

2

分

区

B

第

3

分

区

例

会

数

出

席

率

(％)

会員数

クラブ名

第

1

分

区

第

2

分

区

A

年度初 月初 月末 純増減会員数 女性会員 当月出席率

46 2063 2139 2161 22 154 80.00

クラブ数
会員数

年

度

初

月

初

月

末

増

減

女

性

太田 3 81.08 71 74 74 0 3

太田西 4 88.85 18 18 18 0 2

太田南 3 82.44 46 47 47 0 3

新田 4 91.31 18 26 31 5 3

太田中央 3 84.57 55 54 54 0 3

合計 85.65 208 219 224 5 14

館林 3 86.42 49 54 54 0 2

大泉 4 81.57 33 34 34 0 3

館林西 5 72.11 21 23 23 0 1

館林東 5 95.00 23 21 21 0 3

館林ミレニアム 4 80.71 25 27 27 0 1

合計 83.16 151 159 159 0 10

渋川 4 97.50 62 65 65 0 6

沼田 4 77.30 67 70 70 0 2

草津 4 40.63 17 16 16 0 1

中之条 4 71.18 21 23 23 0 2

沼田中央 4 87.30 51 42 45 3 3

渋川みどり 4 66.98 37 37 37 0 2

合計 73.48 255 253 256 3 16

富岡 3 92.01 44 45 45 0 4

藤岡 4 80.60 51 52 53 1 2

安中 4 63.34 51 50 53 3 3

藤岡北 5 72.55 17 15 15 0 1

富岡中央 4 83.52 37 39 39 0 1

碓氷安中 3 78.79 10 11 11 0 1

藤岡南 3 86.05 16 15 15 0 0

富岡かぶら 4 83.06 27 31 32 1 1

合計 79.99 253 258 263 5 13

第

5

分

区

第

6

分

区

例

会

数

出

席

率

(％)

会員数

クラブ名

第

4

分

区

A

第

4

分

区

B

2018年5月末現在
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もてなし広場をメイン会場に高崎市中心市街地で、勇壮な神輿のもみ合いや山車の巡行など、
伝統的なイベントに加え、創作だるま神輿やこども広場などを実施。誰でも見て、参加して、
楽しめる祭りです。４日（土）の夜には、北関東最大級の大花火大会が開催され、約１５，０
００発の花火が５０分で打ち上げられます。


